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    いつものダンジョン最下層


    


    


    [image: ]


    



    　いつものダンジョン最さい下か層そう。


    「うー。ハラへったーぁ……」


    　うなるような声をあげて、リーダーがそう言った。おなかがすいたときのリーダーは、ちょっとキケンだ。野性が目め覚ざめてしまう。具体的には、見み境さかいなく暴あばれはじめる。さらに空くう腹ふくが進行すると幼よう児じ化かする。


    「うむ……。肯こう定ていする。たいへん空腹であると言わざるを得えない。どこかに襲おそいかかってくるモンスターでもいればよいのだが」


    　お腹がすいたときの魔王さまは、リーダーよりも、もっとキケンだ。破は壊かい衝しよう動どうが目覚めてしまう。具体的には、破壊の権ごん化げと化かす。ゴブリン一匹に攻こう城じよう魔ま法ほうをぶっ放ぱなしたりする。


    　カインは背はい後ごをちらりと振り向いた。なにもいないように見える。


    　だが暗くら闇やみのなかに目をこらすと、物もの陰かげから物陰に、ささっと素す早ばやく動く人ひと影かげが、かろうじて見て取れる。


    　アサシンさんだ。彼女はいつもそうやって、皆のあとを、こっそりとつけてきている。


    「──おなか、すきました？」


    　カインは暗闇の中にそう問いかけた。こくりと──うなずきの返る気け配はいが、暗闇の中から伝わってきた。うん。彼女もおなかがすいている。


    　ダンジョンの中では、とても珍めずらしいことだけど──。ここしばらく、モンスターとまったく出くわしていない。よって、食材がまったく確保できていない。太陽もささない迷めい宮きゆうの中を歩いているので、時間はよくわからないけど、まる一日くらい、なにも食べていない気がする。


    「うー！　あー！　暴れてーっ！　なんだか無む性しように暴れてーっ！」


    　リーダーが叫さけびはじめた。剣をぶんぶんと振り回しはじめる。もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもならない。


    　カインは通路の真ん中にいきなりしゃがみこんだ。荷物を下ろしてほどきはじめる。


    「おい。ナニしてんだよ？」


    「キャンプの準備ですよ。──ごはんにしましょう」


    　ここはダンジョンの最下層。あたりには危険なモンスターがいっぱい棲せい息そくしている。こんなところでキャンプを張るのは、大変──危険だ。正しよう気きの沙さ汰たでないともいう。


    　だがそれをいうなら、そもそもカインは冒ぼう険けん者しやでもなんでもないわけだ。ダンジョンのこんな深いところに来ていること自体、正気の沙汰ではないわけで──。


    　あと通路のど真ん中なんだけど。通行の邪じや魔まになったりはしないだろうかと、考えて──。


    　ま。いっか。いまは一刻を争あらそうし。


    　こんなダンジョンの最下層で、別の冒険者のパーティの通行の邪魔になる確率は、ゴーストタウンの往おう来らいで寝ていて馬車に轢ひかれる確率より低い。往来のど真ん中で食事の支し度たくをはじめてしまっても、誰の邪じや魔まになるはずもない。


    「食べたいのは、ヤマヤマなんだけどさー……」


    　リーダーは人差し指を口にくわえて、そう言った。その仕し草ぐさがちょっとだけカワイかった。でもそんなことを口にしたら、きっと、ものすご～く怒られてしまうだろうけど。


    「だー！　かー！　らー！　たべたくってもー！　なんにもないじゃんよー！」


    　地じ団だん駄だを踏んでリーダーが言う。


    　ああ。ほら。幼よう児じ化か。はじまっちゃった。


    「あ、あのあたりに向けて魔法を撃うちこんだら……、魔物の一匹や二匹、いないだろうか……」


    　魔王さまが杖つえを構かまえて暗くら闇やみの奥を狙ねらう。


    　ああ。ほら。破は壊かい衝しよう動どう。はじまっちゃった。


    「だいじょうぶです。僕がなんとかします」


    「だーかーらー！　なに！　なんなのさっきから！　ハラへってんだから！　──泣くよっ!?」


    「泣かないでください。すぐですから」


    　荷物の一番底から、カインが取り出したのは──。


    　干ほした肉。一度煮にてから乾かん燥そうさせた豆。そして乾燥させたトマト。


    「食い物だっ！」


    　リーダーが叫さけぶ。その顔がぱあっと輝かがやきを放はなった。


    　ダンジョンの中で食材を調ちよう達たつするのがＧグツドＥイーターの流りゆう儀ぎではあるけれど。もし食材が見つからなかったときのために、カインは乾燥させた保存食を、すこしだけ持ってきていたのだ。


    「こんなこともあろうかと思って、リュックにすこし入れておいたんです。保存のきく食材を」


    「でかした！　おまえすごいやつだよ！　えらいやつだよ！」


    「ありがとう！　本当にありがとう！　君は我われらの救きゆう世せい主しゆだ！」


    　空くう腹ふくの過ぎる二人に、ひどく感謝された。まったく大おお袈げ裟さなんだから。


    　食材の匂においに惹ひかれたのか、暗闇の奥から、すっと銀ぎん髪ぱつの美少女が現あらわれた。


    「──あ。アサシンさん。リーダーお願いします」


    　そのまま食材にかぶりついてしまいそうなリーダーを、魔王さまとアサシンさんとで取り押さえ──もとい、あやしていてもらって、カインは調理に取りかかった。


    　調理はまず火を熾おこすところから。鍋なべに水を張り、湯を沸わかし、干し肉と乾燥豆を煮込んで、塩とコショウとで味付けを行おこなう。隠かくし味は乾燥トマト。ハラを満たすだけの〝エサ〟となるか、人を幸福にさせる〝料理〟となるかは、この食材で決まる。


    　たき火のまわりに皆で丸く座る。はふはふ、ずずーっと、スープを食べる音だけが響ひびく。


    　到とう底てい「ごちそう」とは言えないけど。でも空腹は最高の調味料という言葉が、よくわかった。


    　本日のメニューは、『干し肉と豆の質しつ素そなスープ（トマト味）』だった。
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    強さって？
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    　いつものダンジョン最さい下か層そう。


    　いつものようにしゃがみこんで、カインは調理のための火ひ熾おこしをやっていた。


    　調理の基本は、まずは火熾しから。カチ、カチ、カチと、火打ち石にナイフの背せを打ち当てて、火花を散らす。散った火花は、ほぐして細く裂さいた干ほし草に燃もえ移らせてから、藁わらの束たば、小枝、大枝、大きな薪まき──と、順番に火を渡らせてゆく。いきなり薪に火を着けられたら簡単なのだけど、小さな火はすぐに消えてしまうから。なかなか楽はできない仕組みだ。


    「手伝ってもいいかな」


    「えっ？」


    　大人の女のひとの声が、後ろの高い位置からかけられる。顔を振り向けると──魔王さま。


    「え？　あれ？　もう終わったんですか？」


    　たしか、ついさっきまで、リーダーと一緒に「食材」と戦っていたはずなんだけど。


    　魔王さまの立派な腰こしの脇わきあたりから、顔を出して、ずっと遠くを見てみると──。


    　剣を片手に、えい、えい、おー、と、高たか々だかと頭ず上じように突き上げているリーダーがいた。そのリーダーの足の下には、小山くらいある大きな体のモンスターが倒れている。


    「あ……。もう倒しちゃったんですね」


    「うん。終わったよ」


    　魔王さまは柔やわらかい笑顔を浮かべた。世の人があれほど恐おそれる《魔王》が、じつはこんな柔にゆう和わな人だなんて──いったい誰が信じるだろう。


    「それは。火をつければいいのかな？」


    　薪の山を見て、魔王さまはそう言った。


    「え？　はい。そうです」


    　魔王さまが手をかざす。口の中で小さく「ファイヤー」とつぶやくと、火球かきゆうが飛び出した。


    　薪に一瞬にして火がついてしまった。火熾しに苦労していたのが噓うそのようだ。


    「おーい。はやく焼いてくれよー」


    　リーダーが倒したモンスターをずるずると引きずってやってくる。手が握にぎっているのは蛇ヘビみたいな尾おっぽのところ。その先に続いている胴どう体たいは、どう見ても鶏にわとりのもの。ただし体長二メートルはある鶏だ。鶏の体に蛇の尾を持つ魔獣──コカトリスである。


    　今回の目当てのモンスターではないのだが、たまたま巣すの前を通ってしまって、襲おそいかかられてしまったので、倒すことになった。倒したら食べなければならないのが、ＧグツドＥイーターの掟おきてだ。


    　さて。どう料理しようか？


    　蛇と鶏の姿をしているのだから、きっと味のほうも、鶏か蛇かのどちらかのはずだ。なら唐から揚あげがいいだろうか？　それとも串に刺して素す焼やきにして、塩で食べるというのも……。


    「君は、強いね」


    「え？」


    　調理方法に悩なやんでいたときに、意外なことを魔王さまから言われて、ぎょっと振り向く。


    　強い？　僕が？　どこが？　どうして？


    「君はそのコカトリスに襲おそわれたら、ひとたまりもなく死んでしまうのだろう？」


    「ええ。そりゃまあ……」


    　カインはうなずいて返した。自分はリーダーのように元勇者でもなく、魔王さまのように元魔王でもない。単なる一般人なのだから、当然だ。


    「なのにどうして恐おそれていないのかな？」


    　言われてみれば、たしかにそうだった。


    「えーっと……、それは……、うーん……、うーん……」


    　しばらく考えつづける。自分がダンジョンの奥おく底そこで、こうして平へい然ぜんとしていられる理由。自分の中に答えを探さがしてみると、見つかったのは──。


    「……諦あきらめているんじゃないでしょうか？」


    「諦める？　なにをかな？」


    　カインの答えを長いこと辛しん抱ぼう強く待ってくれていた魔王さまは、卵たまご形がたの頭と立派な角つのとを、ほんのわずかに傾かたむけると、そう訊きき返す。


    「リーダーと、魔王さまと、あとアサシンさんに──」


    　──と、カインは近くの暗がりに目を向けた。


    　姿は見えずとも、そのあたりから、こくり──と、うなずきの返る気け配はいがあった。


    「皆が僕のことを守りきれないようなことが起きたときには、その時は、その時だって──諦めているからだと思いますよ」


    「強いね」


    　魔王さまはそう言って笑った。綺き麗れいなお姉さんから、とびっきりの微ほほ笑えみをもらってしまって、カインはちょっとドキドキしてしまう。


    「つ、強くなんてないですってば」


    「では光こう栄えいだと言おう。──そこまで信じてもらえているとは」


    「やっぱり強くなんてないですよ。自分がどれだけ弱いのか、わかっているだけですって」


    　お姉さんの──魔王さまの笑顔がまぶしくて、カインはしきりに否ひ定ていを繰り返した。


    　なにかほかのことで褒ほめられるのであればともかく、「強い」なんて言われたら、謙けん遜そんし続けるしかない。いや。これは謙遜とかでなくて。単なる事実だし。


    「それでは──私たちを信じてくれる君の気持ちが強い、と──そういうことでいいかな？」


    　チャーミングな笑みを浮かべる魔王さまに、カインはただ、うなずくしかなかった。
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    慣れてきた？
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    「おま。最近。慣なれてきたみたいじゃん」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　たき火に薪まきを追加していたら、リーダーからそんな言葉をかけられた。


    　カインは振り返り、体ごとリーダーに向き直った。


    「そうですか？　自分じゃよくわかりませんけど」


    　彼女のカップが空からなことに気づいて、そこに食後のお茶を注ついでゆく。


    「あ。こういうことですか？」


    　カインは訊きいた。──つまり、よく気がつくようになったと？


    「ちがうよ」


    　リーダーは、にかっと笑うと、お茶をずずっと吸すいたてた。彼女の好むお茶は、東のほうの緑のお茶だ。すすって飲むのが作さ法ほうらしい。その逆に、すすることが不ぶ作さ法ほうとされる紅あかいお茶もあって、そちらのほうがむしろ一般的だ。猫ねこ舌じたの彼女は選せん択たく肢しが少なくなる。


    「そっちじゃねーよ。──おま。最近は。ビビってねーじゃん」


    　リーダーはまた笑った。今度は歯を剝むいて笑う。


    「まえは、おまえ。ちっちゃいモンスターがちょろっと走ってきたくらいで、わー、ギャー、ひゃー、って、いちいち、うるさかったじゃん？」


    　ポニテの先を跳はね回らせて、リーダーは身振り手振りで大おお袈げ裟さに演じる。元から赤い髪の毛が、たき火の光に照らされて、さらに赤く燃もえるように見える。


    「あれはちっちゃいほうに入るんですね……」


    　そこまで大おお仰ぎようにびっくりした覚おぼえはないんだけど……。まあ。覚えはあった。


    　リーダーの言うのは、彼女たちにくっついてダンジョンに入るようになって、すぐに出会ったモンスターのことだった。体重一トンはありそうな大型獣じゆうだった。肉は固そうに思えたが、実際に食べてみたら柔やわらくて美お味いしかった。ちなみに牛三頭分の肉が取れた。持ち帰って地上で売れば一ひと財ざい産さんになったかもしれないが、すべて皆の胃い袋ぶくろに消えた。


    　あれがちっちゃいほうなんだ。


    　たしかにリーダーが無む造ぞう作さに振るった剣の一いつ刀とうで、縦たて割わりにされて、半はん身みになっていたけど。


    「おま。あんなのに。マジ愉ゆ快かいに。いちいち騒さわいで。そんで。オレの後ろに隠かくれにきて──」


    「リーダー……。リーダー。ほら？」


    　カインは指し摘てきした。


    「う、ううん……！　わ、わ、わ……わたしっ。……これでいいんだろ？」


    「はい」


    　カインはにっこり笑うと、うなずいた。


    　リーダーはよく自分のことを「オレ」と言う。その癖くせを直すと言い張ったのはリーダーで、いちいち指し摘てきする役目を仰おおせつかったのはカインというわけだ。


    　勇ましくていいんじゃないですか、とは、言ったのだ。しかしそれが逆効果だったか。彼女は「絶対直す！」と、頑がんとして譲ゆずらず、そして現在に至る。


    　だけどいまだに直る気け配はいはぜんぜんない。いつ直るんだろう。


    「リーダーはいつまでも慣なれませんね」


    「な？　なんだよ？　オレがなんだっていうんだよ？」


    「リーダー。リーダー」


    「わ、わ、わ──わたしっ！　こ、これでいいんだろっ！」


    　顔を真っ赤にさせてリーダーは叫さけぶ。ちょっと可愛かわいい。


    「なんでそうまでして慣れないとならないんでしょう」


    「いいかっ。フツーの女の子ってのはな！　ゆーもんなんだ！　〝オレ〟じゃなくて、〝わたし〟って！　わ、わ、わ──わたしは決めたんだ。勇者やめる！　フツーの女の子になるっ！　なるっつーたら！　なるのーっ！」


    「〝わたし〟のほかにも、〝あたし〟っていうバージョンもあるかと思います」


    「難なん易い度どたけえよ！　もっとだよ！」


    「そうですか」


    　よくわからないが、そういうものかと、カインはうなずいておいた。


    「そういえば、僕、このあいだ魔王さまにも言われましたっけ。リーダーと同じようなこと」


    「え？　なに？　アイツも言ったの？　ビビり癖が直って逞たくましくなってきたじゃん、とか？」


    「いえ魔王さまに言われたのは……、そんなこと、あるはずがないんですけど。僕が〝強い〟って言うんですよ」


    「なんでおまえが強いの？　んなわけないじゃん。よわよわじゃん。わたしらに守ってもらわねーと生きていけねーじゃん。わーきゃーひゃー！　って、言わなくなっただけじゃん」


    「僕もそう言ったんですけどね。でも魔王さまは言うんですよ。モンスターに襲おそわれたら、ひとたまりもなく死んじゃうのに、平気でいられるのが強い……って。僕的にはただ諦あきらめているだけなんですけどね。諦めるのは昔から得意でして。ほら。リーダーたちに、荷物持ちとしてスカウトされたときも、僕、素す早ばやく諦めて、すぐに観かん念ねんしたじゃないですか」


    　あれ？　冗じよう談だんで言ったのだけど……。リーダーの顔が……、とっても……、暗くなった？


    「おま……。いやだった？　わたしらと一緒にダンジョン潜もぐるの……、じつは、やだった？」


    「そんなことないですよ。いい仕事をくれて感謝してます」


    「そっかあ」


    　リーダーは、にぱっと笑った。
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    アサシンさんのごはん
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    「アサシンさーん……、ごはんですよー」


    　銀のボウルをエプロンの端はしで、きゅっきゅっとピカピカに磨みがきあげてから──そのボウルにたっぷりと食事を盛りつける。


    　本日のごはんは、豆とジャガイモと「なんだかよくわからない生き物のお肉」のごった煮であった。まだダンジョンの浅い階かい層そうなので、モンスターらしきモンスターがいない。リーダーの提てい唱しようする「強いモンスターほどウマい」という話は、まあいくらかの例外はあるが、だいたいその通りで──。浅い階層に出てくるモンスターは、弱いぶん、あんまり美お味いしくない。とはいってもカインくらいなら瞬しゆん殺さつであるのはまちがいない。


    「アサシンさーん……！」


    　カインはまたそう叫さけんだ。さっきから呼びかけてはいるのだが、彼女の姿はやっぱり現れない。たき火のオレンジ色の光が照らし出す範はん囲いは、十メートルとか、二十メートルとか、そんなもので……。その先は暗くら闇やみに覆おおわれている。


    　リーダーや魔王さまなら、スキルないしは種族特性で、暗闇でも見通せたりするのだろうけど、一般人であるカインにとっては、暗闇は本当に暗闇だ。なにが潜ひそんでいるのかわからない原げん初しよの暗闇だ。


    　この場合、潜んでいるのはアサシンさんなわけだけど。


    　アサシンさんというのは仮の名前だ。本当の名前は教えてくれないので、カインが勝手に付けた呼び名である。


    　なんでも彼女は暗殺者であるらしい。なぜか勇者と魔王を付け狙ねらっていて、ダンジョンのこんな奥地までこっそりとついてきている。暗殺者である彼女が〝仕事〟にとりかからないのは、リーダーと魔王さまの二人が、元勇者と元魔王であるからだそうで──。二人が現勇者と現魔王に戻ったその瞬間に任にん務むを果たすべく、常つねに二人を監かん視ししているのだそうだ。


    　──ということを、カインは、数少ないコミュニケーションの機会を使って聞き出していた。口数の少ない彼女のこと。実際にはだいぶ推すい測そくまじりではあったが。たぶんそれほど間違っていないはず。


    　彼女は外見的には、普通の女の子だった。


    　カインとそう変わらない年ねん齢れいに見える。かなり可愛かわいい女の子で──スカートだとか、普通の街まち娘むすめの格かつ好こうが似合いそうだ。だけど着ているのは黒い戦せん闘とう服ふくだ。


    　だけど、アサシンさんって……。


    　元勇者と元魔王だから暗殺しないとか──。きっと完かん璧ぺき主義か、さもなければ任務に忠実すぎるかのどちらかなのだろう。いつも無表情な彼女の感じからすると、後こう者しやのほうな感じがする。きっと、超がつくほどに真ま面じ目めなひとで──。


    　ごはんだって。豆の一ひと粒つぶも残さないで食べてくれているし。うん。きっとそうに違いない。


    「アサシンさーん……？」


    　暗くら闇やみの奥に向かって、もう一度、声をかけてみる。


    　ずっとあとをつけてくる彼女のために、カインは一人分多く料理を作ることにしていた。


    　食器も彼女専用のもの。ただ地面にそのまま置いてしまっているので、なんだか、犬用のごはんみたいになっていて──。カイン的には、そこが気になっているところだった。


    「アサシンさーん……？」


    　もういっぺんだけ、声をかけてみる。


    　しかし、プロの暗殺者である彼女の気け配はいが、一般人であるカインなどに感じ取れるはずもなく──。いるのか、いないのか、まったく、それさえもわからない。


    「ごはん。ここに置いときますよー。……置いときますからねー？　冷さめないうちに食べたほうがー、きっとー、おいしいと思いますよー？」


    　一人芝しば居いを打つ虚むなしさを嚙かみしめつつ、一般人の無力さにつくづく苛さいなまれながら、カインは食器を地面に残して、たき火のほうに戻っていった。


    「おまーも。たいがいだな。ほっときゃいいのに」


    「そうもいきませんよ」


    　リーダーに言われたが、カインはそう返した。ここは譲ゆずれない。


    「感謝されてっかどうかもわかんねーし。向こうにしてみりゃ、毒を入れられてないかとか、こええんじゃねーの？」


    「そうかもしれませんけど……」


    「わざわざ食いもんわけてやんなくたって、ハラへったら勝手になんか倒して食うだろ」


    「そうですけど」


    　たしかにアサシンさんは、ダンジョンの最さい下か層そうまで平気でついてきているわけで、それは物もの凄すごい強さであるということを示しているわけで──。だいたい、勇者と魔王を暗殺しようというくらいなのだから、とんでもない強さであることは、間違いないわけで──。


    　だけど、どうせ食べるなら、おいしい料理のほうがいいと思うのだ。そのほうがお腹も心も温かくなる。自分の料理の腕うで前まえは、ぜんぜんたいしたことはないけど。素しろ人うとに毛の生はえた程度だけど。それでも〝生なま肉にく〟を食べるよりはマシなはず。


    「うん。ほら。……終わったみたいだよ？」


    「えっ？」


    　魔王さまに言われて、カインは振り向いた。急いで食器を置いた位置に行ってみる。


    　そこには、きれいに空からになった食器と、メモが一枚。


    　そのメモを取りあげて、読んでみると──。「おいしかった」と、そう書かれていた。
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    石のスープ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    「やっべえ……、倒しちゃったよー……、これー……」


    　リーダーが顔をしかめきって、そうつぶやいた。


    　剣を鞘さやに収めることもせず、倒したモンスターを困った顔になって見下ろしている。


    　いま倒してしまったモンスターは、カインでも名前を知っていた。「リビング・ストーン」という種類。名前の通り、岩で出来たモンスターである。


    　強さは──よくわかんないんだけど。かなり強いモンスターのはず。中級くらいのパーティでも、この一体で全ぜん滅めつすることがあるとも聞く。──普通なら。


    　うちのパーティの場合には、出会い頭がしらに襲おそいかかられて、うわってなって、びっくりして振った剣の一ひと振ふりが偶ぐう然ぜん当たって、それだけで撃げき沈ちんされちゃうカンジ。


    「ど、どうするんだっ、ゆ、勇者っ──、倒してしまった、倒してしまったぞ！」


    　いつもは冷静な魔王さまが、なぜか、うろたえぎみになっている。


    「勇者ゆーな！　もう引退してんだ！」


    「では──リサっ！　なんてことをしてくれたんだ！　倒してしまったら──食べなくてはならないだろう！」


    「呼び捨すて!?　ま──いいケド」


    　リーダーの名前〝リサ〟って言うんだ。はじめて知っちゃった。──じゃなくてっ。


    「べつにいいじゃないですか。ほっといて行きましょうよ」


    　皆がなにを動どう揺ようしているのか、カインには、まったくわからない。


    　カインはモンスターの死し骸がい──というか、残ざん骸がいをよく見てみた。ごろりと転がっている岩は、まったくなんの変へん哲てつもない普通の岩である。物質系モンスターでも、もっと上級の金属系になると、珍めずらしくて高価な金きん属ぞく塊かいが手に入ることもあるそうだけど……。リビング・ストーンの場合には、本当にありふれた石に変わるだけ。


    　倒したモンスターを美お味いしく頂くことを目的に、ダンジョンに潜もぐっているＧグツドＥイーターではあるが、さすがにこれは食べられないだろう。


    「ほら。行きましょうよ。リーダー」


    　そう声をかけるが、リーダーは立ち尽くしている。魔王さまも立ち尽くしている。その顔色はこころなしか青く見える。薄うす暗くらがりでよく見えないけど。


    「……リーダー？　……魔王さま？」


    「だ、だ、だ──、だめなんだっ！　た、た、た──、倒したら、食べなきゃいけないんだ。そ、そ、そ……それがＧＥの掟おきてだ」


    「いや無理ですって」


    　カインは言った。いや無茶ですよ。石ですし。


    「ばかっ！　自分で決めたことを曲げるのは──、よ、よくないんだぞっ！」


    　リーダーは剣をぶんぶん振り回しながらそう主張する。


    「リサが倒すから……、リサが倒してしまうから……、脅おどかして追い払えばよかったんだ……」


    　がくがくぶるぶると小こ刻きざみに震ふるえながら、魔王さまが言う。


    「あいつが飛び出してくるから！　わたし──び、びっくりして！　びっくりしたんだぞっ！」


    　二人ともパニックになっている。


    　暗がりから姿を現したアサシンさんと顔を見合わせて、カインは肩をすくめてみせた。


    「わかりました。なら僕が──。なんとか料理法を考えてみます」


    「ほんとかっ!?」


    　リーダーの顔に、ぱあっと浮かんだ希望の色がまぶしく思えた。


    　岩の山を前にして、カインは一人、悩なやみはじめた。まったくもう。すこしくらい〝ルール〟を曲げればいいのに。まあ。そういう真まっ直すぐなところが、リーダーの凄すごいところなんだけど。


    　単なる石を前にして、腕組みをして、しばらく考えこんでいたカインだったが──。


    　やがてふと閃ひらめいた。昔々、おじいちゃんに聞かされた、とある遠い地の料理の記憶が、ふっと浮かんできた。その料理は石だけでは完成しないが、他にも食材を使えるなら──。


    　幸い、これまでの道どう中ちゆうで、食べられる種類のモンスターをたくさん倒してきていた。食材はふんだんにストックされている。


    　カインは調理にとりかった。


    　まず火を熾おこす。鍋なべに水を張る。適度な大きさに切った肉やキノコを水の中に投とう入にゆうする。でも鍋は火にかけない。水を張ったままだ。火のほうには、鍋のかわりに、アレを入れておく──。


    「みんなー！　こっちに来てくださーい！」


    　準備が整ととのったところで、カインは皆を呼んだ。


    「これから料理をします」


    　言うがいなや、火の中でよーく焼いておいた石を、鍋の中に投入する。


    　じゅわーーっ！　ぼこぼこ！　ぐつぐつ！


    　石の持つ熱で、水がすぐに熱ねつ湯とうにかわる。鍋は沸ふつ騰とうしはじめた。


    「はいっ！　リビング・ストーンの、石焼き鍋です！」


    「おおーっ……」


    　ぱちぱちぱちと、どこからともなく拍はく手しゆがわきおこる。


    　リーダーなど、涙まで流していた。


    　本日のメニューは、『リビング・ストーンの石焼き鍋』。具材はギガント・クラブと、巨大マイマイと、あばれマタンゴと、人食いハクサイだった。
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    ドラゴン・ステーキ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　カインはせっせと調理の支し度たくにとりかかっていた。


    　背せ負おっていた大荷物を地面に下ろして、まずは荷ほどきから──。重心バランスも考えた上でパズルのように詰めこまれた荷物は、計算され尽くした配置となっている。それは調理に必要な道具が、必ずしも一番上に入っていないという意味でもあった。つまりなにをするにせよぜんぶ開あけてすべてを出さないとならない。


    　本日のごはんは「ドラゴン・ステーキ」。


    　ダンジョンごはんの究きゆう極きよくのメニューともいえる一いつ品ぴんである。世間一般的に〝最強〟とされるモンスターであるが、ＧグツドＥイーターにとっては、美お味いしいごはんでしかない。


    　何回か来たことのあるダンジョンにカインたちは訪おとずれていた。さすがにドラゴンの棲すんでいるようなダンジョンともなると、入り口から最下層まで、まったく誰にも会いやしない。普段なら、いくら高こう難なん度どのダンジョンとはいっても、何組かとは途中ですれ違うし、なかには挨あい拶さつを交かわし合うような顔見知りの高レベルパーティもあったりするのだけど──。


    「あとどのくらいかかりますかー？」


    「うおう！　もうすこしだ！」


    「そうですかー。がんばってくださーい」


    「リサ。もっと右に回りこんでくれないかな。その位置取りだと煉獄凍結ゲヘナ・コールドが撃うてない」


    「おうさ！　いくぞ合体技！　勇魔ストラーッシュ!!」


    「魔王さまもがんばってくださーい」


    　リーダーと魔王さまは戦っている。


    　さすがにドラゴンが相手ともなると、リーダーと魔王さまでも瞬しゆん殺さつとはいかない。


    　戦いの内容に関しては、自分の関かん知ちするところではない。自分はあくまでも荷物持ち、兼けん、料理番である。


    　カインは自分のすべき仕事に没ぼつ頭とうした。


    　メインディッシュは当然ドラゴン・ステーキだが。付け合わせには、なにがいいだろうか。乾かん燥そうじゃがいもでマッシュポテトも作れるし、ブロッコリーを水で戻して青みを添そえて、あとドライ・トマトでスープなんかも──。


    「ええとリーダー？　ブロッコリー、だめでしたっけー？」


    「つぶつぶがっ!!　つぶつぶがっ!!　アリエネーっ！　くらえ千枚下ろしサウザンド・スラツシユ！」


    　そうかだめなんだ。


    　リーダーにはなにか他のものを考えなければ。


    「アサシンさんもー。ごはんー、もうすぐー、ですからねー」


    　ふと思いついて、カインはそこらの暗がりに適当に声を投げた。


    　凄すご腕うでの暗殺者である彼女が、どこに潜ひそんでいるのかはわからない。でもきっと近くにいるはず。


    　メニューを頭に入れると、カインは調理の支し度たくに取りかかった。


    　すべての料理は、なにはともあれ、まずは火ひ熾おこしからはじまる。火打ち石とナイフでカチカチと火花をあげる。魔王さまが手すきのときならお願いすれば魔法で一発なのだけど……。簡単に火を着けられるような道具を作ってみたら、便利かな？　木の軸じくの先に火か薬やくとか塗ぬってみたらできないかな？　世の中のためになったりするかな。そしたらお金持ちになれちゃったりする？


    　ようやく小さな火だねができた。ふーふーと息を吹きつけて、火の勢いきおいを大きくしてゆく。今日のメニューはステーキだから、強い火が必要だ。


    　この時期の赤竜は、起き抜けだから腹ぺこだった。腹ぺこだから凶きよう暴ぼうである。腹を減らしたドラゴンの恐おそろしさといったら、誰もが知るほどで──。カインたちが常じよう連れんとなっている酒場で、「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」という名の店があるのだが、その店名の由ゆ来らいともなっていたりする。


    「うおおおおおぉぉぉーーっ!!　食わせろおおおおぉぉぉォォォ!!　ハラへったああああぁぁぁーーっ!!」


    　背中のほうから、リーダーの叫さけび声が聞こえてきた。


    　腹を減らしたリーダーもまた凶暴だ。腹ぺこ赤竜と、どっちが凶暴かっていうくらい。


    「あ。消えちゃった」


    　余よ計けいなことを考えて、うっかりしていたら、火は、あえなく鎮ちん火かしてしまった。


    　ふーふーと、常つねに息を吹きつけてやらないと、小さな火はすぐに消えてしまう。


    　やっぱり発明しよう。火が一発で着けられる道具。


    　もういっぺん火打ち石を取り出して、カチカチとやっていると──。


    「おおう！　肉！　肉とってきたぞー！　焼けえ！　焼けエエエ！　ハラヘッター!!」


    「えっ？」


    　振り向くと、そこに──巨大な肉の塊かたまりを背せ負おったリーダーがいた。


    「ええっ!?　もう終わっちゃったんですかっ!?」


    　まだ三分も経たっていない。


    「──まだ火を熾せていませんよう」


    「はやくしろー!!」


    　リーダーの後ろに、足を引きずりながら立ち去ってゆく赤竜の姿が見えていた。


    　世間一般的に〝最強〟とされるドラゴンであったが──。瞬しゆん殺さつとはいかないまでも、三分も持たなかったようだった。
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    スノーマンのわたがし
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    「へくち！」


    　リーダーのくしゃみが、氷ひよう窟くつに響ひびき渡る。


    　かわいいなぁ、と思ったのは自分だけではないだろう。ちらりと魔王さまに目をやると、彼女は微ほほ笑えみをリーダーに向けていて──カインと目があうと、ぱちりと片目をつぶってきた。


    　あっ。やっぱり。カインは魔王さまと二人で、謎なぞめいた微笑みをかわし合った。


    　今日はＧグツドＥイーターは氷窟にやって来ていた。氷の洞どう窟くつだ。壁かべも床ゆかも天てん井じようも、すべてが透すき通った氷でできていて──。ダンジョンの中だというのに暗くない。なんとも幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きだ。


    「しかし、冷えるなー……」


    　むき出しの二の腕をさすりながらリーダーが言う。


    「そんな格かつ好こうしているからですよー」


    　カインは言った。リーダーの格好はいつもとまるで同じ。ビキニスタイルの、アーマーともいえない革かわ鎧よろいだ。まずお腹が出ている。おへそだって出ている。それで寒くないわけがない。


    「寒いところに来るってわかっていたんですから。もっと厚着してくればよかったんですよ」


    「勇者技ぎ能のう、そのいちっ！　──勇者はハダカだって、〝気〟を高めれば寒くないっ！」


    「いえハダカにはならないでください」


    「反応するのそこかよ？　〝気〟ってなんですか──とか、突っこめよー、説明させろー」


    「いえ。そんな一般人が勇者専用スキルみたいなの知ったって意味ないです。僕もそれ努力すれば使えるようになるんですか？　〝気〟とかそういうの」


    「難むずかしいな。生まれつきの素そ質しつがものをいう世界だからな」


    「やっぱりだめじゃないですか」


    「だけどハダカみたいなのっていえば、魔王だって──そーじゃん？」


    　リーダーはついっと魔王さまに流し目を送る。


    「不公平だぞ。ヤツにも言え。ちくりと言葉のトゲで刺してやれ」


    「べつに僕がそれ言ったんじゃないですから」


    「ん？　ん？　つぎは私の番なのかな。いったいどんなふうに責せめられてしまうのだろうか」


    「魔王さまは寒くないんですか？」


    「魔族は人ひと族ぞくよりも過か酷こくな環境に住んでいるからね。暑さ寒さには強いんだ。このくらいの寒さであれば、わりと平気かな」


    　魔王さまはマント一枚。しかも前をはだけている。肉体を冷れい気きにさらしているのに、その顔は寒いというよりは涼すずしげといった感じ。


    「ところで本当にあるんでしょうか。その伝説の〝わたがし〟というの」


    「なんだと。わたしを疑うたがうか。信頼のおけるうわさ話を聞きつけてだな──」


    「うわさ話という時点で信頼性はすでにだいぶ怪あやしいんですが」


    「まあいーじゃん。いなかったらいなかったで。──あのカエル。ウマかったし」


    「スノー・フロッグですね。普通に唐から揚あげが合いましたね。あっでも、次はもうできないですよ。油が切れましたから」


    「そろそろデザートに目当てのものを食べたいところだね。あの伝説の──」


    「そだな。あの伝説の──」


    「だから本当にあるんでしょうか？　いるんでしょうか？　そのスノーメンってモンスター」


    「物ものの本によれば、全身を白い毛で覆おおわれた大おお猿ざるのようなモンスターであり、別名を〝イエティ〟と呼ぶ。独自の闘とう法ほうを持つ古き種族であり、かつては異界の邪じや神しんを退しりぞけたこともあるそうだ。その体毛は一見すると毛のように見えるが、じつは高密度なエネルギー体であり、口にしたときの食感は、ただひたすらに甘く、極ごく上じようのわたがしにも似たもので──」


    「つまり！　それだ！　それが〝伝説のわたがし〟であるわけだ！」


    　そんな話をしていたときだった。視界の隅すみを、なにか白いものがよぎった。


    「え？　あれっ？　──ねえ、あれ！　あれそうなんじゃないですか？　あの白いの！」


    「ばーか。おまえなんかに見つかるはずが──って!?　いたああぁぁぁ!?」


    　奇き声せいをあげて指差すリーダーと、指差されて、きょとんと首を傾かしげているスノーメン。


    「うっほ♪　うっほ♪　うっほっほ♪」


    　スノーメンは声を上げながら、なにかダンスを踊りはじめた。


    「古代語だね。彼ないし彼女はこう言っている。──立つ。戦う。勝ったら。食ってよし」


    「よっしゃー!!　うちらと同じルールだーっ!!　やったるわー!!」


    　戦いが始まった。勇者闘法。極きよく大だい魔ま法ほう。ありとあらゆる奥おう義ぎ秘ひ技ぎが飛びかった。その戦いは、氷こおりが溶とけてお湯が沸わくほどだった。鍋なべを洗うのにちょうどよかった。


    　流れてくるお湯で、鍋と食器をざぶざぶ洗っているあいだに、戦いは決着したらしい。


    　リーダーと魔王さまの戦っていた時間からすると、スノーメンの強さは、なんと「１ドラゴン」以上もあったようだ。ちなみに「１ドラゴン」という単位はＧグツドＥイーターでよく使われるものであり、強さとウマさ、その両方に用いられる単位である。


    「また生はえるころにー！　くるからなーっ!!」


    　丸刈りにされたスノーメンが、氷ひよう窟くつの奥に帰って行く。彼ないし彼女を、手を振って見送って──。


    「さて！　食うぞ！」


    　山盛りにされた、ふわふわの綿わた毛げを、口に入れてみると──。


    「あっまーーーーー～～～～～い！」


    　〝スノーメンのわたがし〟の伝説は本当だった！　めちゃくちゃ甘くて美お味いしかった！
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    リサゆーな
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そうへと向かう途中の道のり。


    　目的地への道どう中ちゆうを、てくてくてくてく、ただひたすらに歩いてゆく。


    　マップもなくて、下層に降りる場所がどこにあるのか、まったくわからない。いきあたりばったりの道みち筋すじではあるものの、歩いてさえいれば、いつかは突きあたる。


    　ほかの冒険者さんたちとは違って、食料の心配もない。現地調ちよう達たつがＧグツドＥイーターの基本だ。調味料以外が尽きる心配はする必要がない。


    「ねえリーダー」


    「なんだ」


    　てくてくと歩きながら、カインはリーダーに話しかけた。


    　最近、ちょっと気になることがあった。暇ひまなので、ちょっと訊きいてみようと思った。


    「リーダーって、名前……、リサっていうんですか？」


    「ぶっ──!?」


    　リーダーは吹いた。ひどく慌あわてて振り向いてきた。


    「おまっ!?　なんでそれをっ!?」


    　ぎゅんと振り回されたポニーテールの先っちょを、カインは、ひょいと避さけた。


    「このあいだ魔王さまが呼んでいたのが聞こえてきまして」


    「おまえか!?　おまえか!?　──おまえのせいかよっ!?」


    　リーダーは魔王さまに詰め寄っていった。


    「あはははは。ばれてしまったね。さあ大変だ」


    　魔王さまは面おも白しろがっている。


    　なぜリーダーがそんなに慌てるのか、カインにはよくわからない。


    　名前を呼ばれたがっていないということは、なんとなく察していた。だからこの話題には、あまり触ふれずにいたのだが……。しかし何度もダンジョンに潜もぐっているのに、本名も知らないというのは、それは、どうなのだろう？


    「本当に。リサは恥はずかしがり屋だなぁ」


    「リサゆーな!!　あと恥ずかしがってるわけじゃないからなーっ!!」


    　とか言っているが。リーダーの反応は、あれは、どうみても恥ずかしがっている。


    「なんでだめなんです？」


    「だ。だ。だ。だって変だろ」


    「なにがです？　リサっていう、その名前が？」


    　考えてみたが、べつに変だとは思えない。街とか村とかに、よくいる女の子の名前に思える。


    「だーかーらー……。リサ、ゆーなー、よぅ……」


    「べつに普通だと思いますけど」


    「似合ってねーだろ」


    「かわいいと思いますよ」


    「ばっ!!　ばか！　ばか！　しんじゃえ！　ばかーっ！」


    「あはははは。リサは本当にかわいいなぁ」


    　魔王さまは笑っている。


    「オレ……、勇者勇者、いわれてきたじゃん？」


    「──ほらっ。リーダー。リーダー」


    　カインは言った。彼女が「オレ」と言ったときに指し摘てきするのはカインの役目だ。


    「オレ昔っから、勇者、勇者、って呼ばれてきてさ……。名前で呼ばれたことなんてなかったじゃん？」


    「──ほらっ。リサ。リサっ」


    「リサゆーな！　わ、わ、わ、わたしっ。……これでいいんだろっ。だから聞けよ」


    「聞いてますよ」


    「慣なれてないんだっつーの」


    「これから慣れてみてはどうでしょう」


    「私も同感だね。本名を知られたら、支配されてしまうというわけでもないだろう」


    「そういうおまえはどーなんだよ？　おまえだって〝魔王〟じゃん。本名で呼んでやるぞ。さあ言え。言ってみろ」


    「ううん。私の本名は真マ名ナだからね。知られると大変困る。字あざなでよければ。──《金こん色じきの魔ま眼がん》と」


    「魔王でいーよ」


    「そうですね。魔王さまのほうが親したしみがあるかと」


    「あはははは。これはしたり」


    「ほ、ホントのコトいうとさ……、リサって名前……、なんか、カワイイじゃん？　だから似合わねーんだよ。ぜったい。にあわねーんだから……」


    「リーダーって、いつも言ってましたよね。普通の女の子になるんだーって。リサっていうその名前、普通っぽいと思うんですけど」


    「そ……、そうか？」


    「ええ。とっても」


    「い、いや……、でもだめだ。やっぱだめだ」


    　リーダーはむずがっている。結局。これからも「リーダー」のままで行くことになった。


    　本名を確認できただけで、よしとしよう。
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    アサシンさんが来た日①
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    「はい。リーダー。お肉どうぞ」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　いちばん上じよう手ずに焼けたお肉を、カインはリーダーに手渡した。


    　ちょっと失敗しちゃったやつは──それは自分用。昔々。カインがまだ子供だったころに、祖そ父ふがそうしていたけど。その気持ちが最近になって、よくわかった。


    「んっ」


    　がぶりといった。むにゅーと引っぱり、ぷっちんと千ち切ぎり、もぐもぐと食べる。リーダーは本当に美お味いしそうにお肉を食べる。


    「はい魔王さま」


    「ありがとう」


    　魔王さまにはお皿に盛りつけて渡す。


    　彼女はナイフとフォークを上品に扱って切り分けて食べる。ダンジョンの最下層の土の地面の上なのに、あたかも高級レストランであるかのようだ。


    「つぎはアサシンさんですねー」


    　最後は銀ぎんのボウルにたっぷりよそった──「肉のせ麦オート粥ミール」だ。


    　アサシンさんの好きなのは、水を少なめに固く炊たきあげた押し麦むぎに、お肉をのせて食べるやりかたである。


    　彼女の故郷では、これを「どん」と呼ぶらしい。


    　本当は使うのは麦ではなくて、コメとかいう名前の穀こく物もつらしいけど。このあたりでは、ちょっと手に入らない。


    「はい。アサシンさん。ジャイアント・リザード・ドン。おまたせー」


    「ん。」


    　アサシンさんはボウルを受け取った。そしてボウルを、じーっと見下ろしている。


    　見つめていると彼女は食べてくれない。だからカインは、ちょっとだけ目線を脇わきにやった。


    「おかわり」


    　すっ──と、空からになったボウルが差し出されてくる。


    　もう食べ終わったらしい。すごい早さだ。


    　ボウルを受け取って、おかわりを盛りつけてゆきながら、カインは、じーんと感動を嚙かみしめていた。


    　アサシンさんが食べてくれている……。


    　はじめの頃は、あんなに気き難むずかしかったアサシンさんだったのに。


    　何十メートルも距離を取って警けい戒かいしていた彼女が、いまではたき火のまわりに座ってくれている。


    　そしてごはんを食べてくれている。


    　しかも手渡しでボウルまで受け取ってくれるなんて──!!


    「なにニヤニヤしてんだよ？　キモチわりーな」


    　リーダーにそう言われた。


    「え？　顔に出ちゃってましたか」


    　顔を撫なでさすりながらカインは言った。


    「へんなやつ、へんなやつ、へんなやーつ！　……なに考えてたんだよ？　まさかヘンなことではあるまいな？」


    「なんですかへんなことって？」


    「へんなこととは、いったいなにかな？　なにかな？　カイン君は、いったいどんな邪よこしまなことを考えてしまったというのかな？」


    　魔王さままで、そう言ってくる。長い髪をかき上げ、豊かなその身を逸そらしぎみにする。


    　なにかあらぬ誤ご解かいを受けている。カインは慌あわてて釈しやく明めいにかかった。


    「いえちがいますって。そういうのじゃなくって……。アサシンさんが、こうして、ふつーに食べてくれることが、うれしくって──」


    「そーいや、こいつ、なつくまで、ずいぶんかかったよなー」


    　リーダーが言う。ボウルを手にしたまま固まっているアサシンさんに流し目を向ける。


    「そうですよね」


    　いったんはうなずいたカインだったが、微び妙みように引っかかるところがあることに気がついた。


    　眉まゆをひそめて、リーダーにその目を向ける。


    「……その〝なつく〟って、それ、やめましょうよ。なんだか動物みたいですよ」


    　カインはアサシンさんのほうをちらりと見た。


    　アサシンさんは特に気にしたふうもなく、手にしたボウルをじーっと眺ながめている。


    　皆の目が離れる瞬間を待っているのだ。しかしいま話題の渦か中ちゆうにあるわけで、しばらくは無理っぽい。


    　アサシンさんは、こうしてたき火のまわりまでやってきて、一緒に食事をしてくれるようになってはいたものの……。食べる瞬間だけは決して見せてくれないのだ。


    「ふふっ……。たしかにそうだったね。まさしくあれは〝餌え付づけ〟といえたね」


    「もうっ、魔王さままでー」


    　カインは魔王さまに顔を向けた。


    　まあ。たしかに。言い得えて妙みようではあるけれど……。


    　アサシンさんと出会った頃のことを、カインは思い返しはじめた……。
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    アサシンさんが来た日②
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    「ねえ。なにかついてきていませんか？」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そうへと向かう途中の道のり──。


    　なにか妙みような気け配はいに気がついて、カインはリーダーと魔王さまにそう言った。


    「お？　気づいたんだ」


    　おや、という顔をリーダーがする。


    「すげー。すげー。カインのくせにすげー」


    「茶ちや化かさないでくださいよ」


    「いやホント。驚いてるんだってば。あれに気づくなんて、おまえ、けっこうすげーぞ？」


    「あれ……、なんなんですか？」


    　後ろの暗くら闇やみに目を向けつつ、カインは言った。


    　光の中と暗闇との境界線。──そのあたりに、なんだか、動くものが見えることがあるような気がするのだ。暗い道を歩いていると、なにかがつけてくるような錯さつ覚かくを覚おぼえたりするものだが──。これはたぶん錯覚じゃない。本当に、なにかがついてきているのだ。


    「さあな。……なんなんだろうな」


    　頭の後ろで両手を組んで、そらとぼけた感じで、リーダーが言う。


    「教えてくださいよー」


    「いや。ホント。知らねーんだってば」


    「我われ々われを殺すと言っていたね」


    「は？　なんなんですか？　それ？」


    　魔王さまが急にショッキングなことを言い出した。


    「──ただし。いまのＧグツドＥイーターとなった我々ではなく、それをやめて、元の勇者と魔王に戻った我々のことを狙ねらっているのだそうだ」


    「ですから。なんなんですか？」


    「さあ……？　暗殺者と名乗っていたけど」


    「うわ！　暗殺者なんですかっ!?」


    　カインはびっくりして後ろを見た。


    　ようやく事じ態たいが理解できた。やはり錯覚でもなんでもなかった。本当になにかいた！　しかも暗殺者だった!?


    「い……、いつからついてきていたんですか？」


    「ずっとだぞ？　すくなくともおまえと出会う前からだったな」


    「えーっ!?　そんなに前からだったんですか……。ぜんぜん気づかなかった……」


    「いや。気づいたじゃん。すげーじゃん。だから褒ほめてるんじゃん」


    「ぜんぜん凄すごくないですよ……」


    　こんなに長いあいだ気づかずにいたなんて……。ちょっとショックだった。まあ一般人である自分と、勇者もしくは魔王である二人を比べること自体、間違っているのだけど……。


    「だけど今日はなんだか距離が近いね。カイン君が気づいたのは、そのせいもあるのかな」


    「さあ。ハラでも減ってんじゃねーのか？」


    　気軽な声でリーダーが言う。


    　ああ。そっか。暗殺者でも、おなかは減るんだ。カインはそのことに気がついた。


    



    　次のごはんのとき。


    　カインは一人前ほど多く、ごはんを用意した。


    「おかわりー」


    「ちょっと待ってくださいね」


    　リーダーにちょっとそう言って、カインは腰こしを上げた。


    「おい。ちょっと。どこいくんだよ？」


    「すぐ戻りますから」


    　たき火のまわりを離れて、暗くら闇やみのほうへと歩いていった。ボウルに山盛りとなった食事を持ってゆく。


    「おい。あぶねーぞー？」


    「見えないところまでは行きませんから」


    　たき火の光が届くぎりぎりところまで行った。ボウルを地面に置くと、すぐにダッシュで戻ってくる。


    　皆の食事が終わる頃に、器うつわを取りに行ってみたら──中身はすっかり〝空から〟となっていた。


    おもわずガッツポーズが出てしまった。


    　その次のときも、カインはボウルいっぱいの食事を用意すると、置きに行った。ただし昨日よりはちょっと手前に置いてきた。


    　また次のときも、カインはボウルに食事を用意して、アサシンさんのために置きに行った。前のときよりも十センチばかり手前に置く。ちなみに「アサシンさん」というのはカインが付けた呼び名だ。「暗殺者」だと言いにくいし親したしみもないし……。


    　またまた次のときには、失敗してしまった。アサシンさんの姿を見てみたいと思って、いきなり何メートルか手前にしてみたのだ。そしたら食べてもらえなかった。ボウルの料理は手つかずで、丸ごと残されていた。


    　やりすぎた。反省した。欲張ってはいけなかったのだ。


    　そして数センチずつ刻きざんでゆく日々がはじまった。
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    アサシンさんが来た日③


    


    


    [image: ]


    



    「アサシンさーん。ごはんですよ～♪」


    　暗くら闇やみの中に声を掛ける。そのカインに対して、リーダーが──。


    「いやー、ちょっと無理なんじゃね？」


    「以前にも何メートルばかり一いつ気きに詰めて失敗したことがあったね」


    「けど、もうだいぶ慣なれてくれていると思うんですよー。もうきっと大だい丈じよう夫ぶですよー」


    　とある日のダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　皆の目は地面に置かれたボウルに注そそがれていた。


    　ダンジョンのボス的なモンスターを倒して、それをおいしく調理して、とびっきりのごちそうを用意した。そして本日の距離は「０」である。たき火のまわりを一席ぶんほど空あけて、アサシンさんの場所を作っている。


    　ここ何回かは、かなりいいところまできていた。たき火との距離は、ほんの数メートルばかり。ごはんのボウルに近づいてきたアサシンさんを、はっきり見ることのできる距離だ。


    　アサシンさんは、なんと女の子だった。年はカインと同じくらい。銀ぎん色いろの髪で、不思議な目つきをした女の子だった。黒いスーツに身を包んでいて、腰こしにはごっついナイフが二本刺さっている。そのあたりがいかにも暗殺者らしい。


    　ボウルを空からにするあいだも、彼女はカインたちに警けい戒かいの目を向け続けていた。食べ終わるまではじっとしゃがんでいて、食べ終わると、ボウルを残して暗闇の中へと戻っていった。


    　そしてついに本日。ボウルの置き場所は、たき火の「ど真ん前」となったわけだ。たき火の近くで数日ほど慣らしておいてから、残り数メートルを、一気に詰めるという計画だ。


    　待つことしばし──。アサシンさんが暗闇の奥から姿を現した。


    　ふんふん、すんすんと、まず周囲の匂においを嗅かぐ。そして身を低くしながら近づいてくる。なんだか野生の獣けものっぽい。


    　だがアサシンさんは、あと数メートルまで近づいてきたところで止まってしまった。これまで慣れていた距離から、その先に近づくことをためらっている。


    「だいじょうぶですよ。アサシンさん。ほらおいしいですよ。ここにきて食べませんか。たき火のまわりは、ほら、明るくて暖あたたかいですよ」


    「明るいから落ち着かねーんじゃね？　暗殺者だし」


    「しっ。リーダー。だまって」


    「ぶう」


    　リーダーをだまらせて、なおも辛しん抱ぼう強く待っていると──。


    　アサシンさんは、ついにたき火の真ん前までやってきた。地面に置かれたボウルに手を出すかどうかで迷っている様よう子すだ。


    　カインはボウルを取り上げた。


    「はい」


    　アサシンさんに向けて、何気なく差しだす。


    　ついうっかりと──という感じで、彼女の手はボウルを受け取ってしまっていた。


    「あれ？」


    　手の中に収おさまったボウルを見て、彼女は首を傾かしげていた。


    　それはちょっと前の出来事──。はじめてアサシンさんが、手渡しでごはんを受け取ってくれた日のことだった。


    



    「はい。おかわりどうぞ」


    「ん。」


    　三杯目のおかわりを差し出す。アサシンさんが手渡しで直接ボウルを受け取ってくれて、カインは喜びを嚙かみしめていた。


    「だからさっきからなんだっつーの。ニヤニヤして。キモチわりーの」


    「いえ。あのときは本当に苦労したなぁ。と思いまして」


    「ああ。餌え付づけのコトか」


    「だからそれやめましょうよー。アサシンさん、動物じゃないんですし」


    「ずいぶんかかったものだね。ここまでくるのに。なにしろ数センチ刻きざみだったものだから」


    　魔王さまに、うなずいて返す。本当にそうだった。アサシンさんに警けい戒かいを解といてもらうために、努力と忍にん耐たいとが必要だった。


    　当のアサシンさんは、手にしたボウルを、じーっと見つめている。見ていないときに限ってその中身は減ってゆく。


    「やーい。やーい。ダメ暗殺者ー。まんまと罠わなにはまってやんのー。とらまえられてやんのー」


    　手にした骨を振って、リーダーがはやしたてる。


    「べつに罠にかけたつもりはないですし。とらまえたつもりもないですし」


    　次の一本をリーダーのために用意しながら、カインは言った。


    　あっ──と思って、アサシンさんのほうを見る。案あんの定じよう。目を離した一瞬に、ボウルの中身はごそっと減ってしまっていた。また食べるところを目撃できなかった……。残念っ。


    　──と。


    　カインはふと、アサシンさんがじっとこちらを見つめてきていることに気がついた。


    　目線が重かさなると、彼女は──。


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは……、とらまってしまった」


    　彼女の顔に浮かんだ微び笑しようが、とてもまぶしかった。
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    ミノタウロス
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    「これは難なん問もんだ……」


    　いつものダンジョン最さい下か層そう。


    　足あし下もとに倒れ伏ふしたモンスターを見ながら、リーダーがつぶやく。


    「むむむ……、これは……、困ったね」


    　やはり立ち尽くしたまま、魔王さまもそう答える。


    「……たべる？」


    　アサシンさんはモンスターの近くにしゃがみこんで、つんつん──と、手にした短剣ダガーの先せん端たんでその背中をつっついている。


    「いや。そこはマズイだろ……」


    　リーダーが呻うめく。


    　アサシンさんの短剣ダガーの先が、つーっと下がっていった。獣けものの毛に覆おおわれた足を、つんつんとやる。


    「ま、まあ……。そこだったら……」


    　苦しげに呻きながらも、リーダーはかろうじて、首を縦たてに振った。


    　悩なやむ皆をよそに、カインはいつもの手順で調理の準備に入っていた。


    　まずは火ひ熾おこし。苦労して熾した火ひ種だねに小枝を突っこみ、火をどんどん大きくしてゆきながら、背バツク囊パツクを紐ひも解といて、調味料やら包ほう丁ちようやらフライパンやらを取り出してゆく。


    　周囲には魔物の気け配はいがまだちょっと残ってはいたが……。それは、人類最強の元勇者様やら、魔界最強の元魔王さまやら、その勇者と魔王を暗殺すべく生み出された最強暗殺者やら、そのへんの方々にすっかり任せきりだ。


    　どうせ襲おそってきたら、カインなんて一秒も持たずにあの世行き。


    　そうなったときのことは、すっかりすっぱり諦あきらめて、カインは自分にできることをやっていた。


    　すなわち──料理の準備だ。


    　フライパンを火であぶると、油が焼けて、薄うすい煙けむりがあがる。それだけでも食欲をそそるいい香りだ。


    「決まりました？」


    　肉を焼く準備が整ったところで、カインは皆に向けてそう訊きいた。


    「いやマテ。すこしマテ。だからマテ」


    　長いポニテの先を真まっ直すぐに垂らして、リーダーは腕組みをして考えこんでいる。その隣となりでは魔王さまが片方の肘ひじを直角に曲げて、そのふくよかな頰ほおに片手を当てて考えこんでいる。足あし下もとではしゃがみこんだアサシンさんが、かふ、と大きくあくびをした。


    　彼女はあまり悩なやんでいないようである。


    　ちなみに、いまなにが問題となっているのかというと……。


    　飛び出してきたモンスターを、うっかり交通事故的に倒してしまったわけであるが、それ自体は、わりとよく起きることである。街で馬車同士が出会い頭がしらにぶつかるようなものだ。


    　問題はそのモンスターが、なにか、ということにあった。


    　その名を──ミノタウロスという。


    　半はん人じん半はん獣じゆうのモンスターで、牛の頭に立派な角つの、牛の下半身と牛の尻しつ尾ぽを持つモンスターだ。頭と足は「牛」であるが、胴どう体たいは「人間」というモンスターである。


    　カインも知っているくらいだから、かなり有名で、かなり強いモンスター……のはずだ。カインにとってダンジョン最さい下か層そう近辺のモンスターというのは、どれも一秒以内に即そく死し級きゆうなので、強い、弱い、というのはよくわからないのだけど……。


    「タンはオーケーだよな、これって」


    「ネックも大だい丈じよう夫ぶなのではあるまいか」


    「おう！　もちろんセーフだろうとも！　おおう！」


    　ミノタウロスを前にして、リーダーと魔王さまが、なにやら相談をやっている。


    「……タン？　……ネック？」


    　膝ひざを抱かかえたアサシンさんが、見上げる目線で小こ首くびを傾かしげる。


    「ああ。〝タン〟ってのは舌したのことです。シチューにすると美お味いしいですね。薄うす切ぎりにすれば焼き肉でもいけます。〝ネック〟は首から肩の付け根辺りまでのところです。味が濃こくて美味しいですけど、すこし硬かたいですから、やっぱりシチューか、さもなければ挽ひき肉にくにしてハンバーグとかですね」


    「はんばーぎゅ」


    　舌足らずな声でそう言ったのは、これはアサシンさんでなくて、魔王さま。そろそろヤバい。


    「ここ……、おいしそう」


    　アサシンさんが短剣ダガーの先せん端たんでつんつんとやっているのは、脇わき腹ばらのあたり……。頭とか足とかと違って、毛が生はえていなくて、肌はだ色いろの皮ひ膚ふのあるあたり……。


    「そこは……、部位でいったら〝カルビ〟って場所になりますけど……」


    　ちらり、と、リーダーを見る。


    　リーダーはわなわなと震ふるえていた。息を大きく吸いこんで──。


    「アウトぉおおおおおーー！」


    　大きな声で叫さけんだ。


    　本日のメニューは、『ミノタウロスの焼き肉』──ただし、タンとネックとモモ肉限定。焼き肉で一番おいしい『カルビ』は禁止部位となった。
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    伝説のキャベツを求めて
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    　いつものダンジョン最さい下か層そう。


    「伝説のキャベツというものがな。あるわけだ。その名をエンペラー・キャベツという」


    　皆の先頭を歩きつつ、リーダーがそう言う。


    「いや。ですけど。僕。信じられないんですけど」


    「なにがだ？　キャベツの存在か？　あるといったらあるのだ。情報は確かなはずなのだ」


    「いえ。そっちじゃなくて。リーダーの勇者時代の情報屋さんが言うなら確かなんでしょう」


    「情報屋じゃなくて占うらない師しだがな。……じゃあなにが不満なんだよ？　おまえなにさっきからグズっているわけ？」


    「え？　そう見えます？　べつにそんなことないですよ？」


    「君の足取りは、いつもより重たいような気はするね」


    　魔王さまにもそう言われる。


    　彼女に言われれば、そうなのかなぁ、と、素す直なおにそう思う。大きな荷物を担かつぎ直すと、カインはすこし足を速めて歩くようにした。


    　いつもいつも「○○が食べたい！」と言い出して、皆をダンジョンの最下層にひっぱってゆくのが、リーダーの仕事のようなものである。ちなみに「○○」のところには「ドラゴン・ステーキ」とか、「ガルーダの唐から揚あげ」とか、「クトゥルフの刺さし身み」とかが入る。


    　だけど今回の「伝説のキャベツ」だけは、ちょっと……。


    「おま。キャベツ食いたくねーの？　ただのキャベツじゃないんだぞ。伝説のキャベツなんだぞ？　ドラゴンよりも強いキャベツだぞ？　ぜってー、うめーに、決まってるじゃん！」


    「いや、味じゃなくて……」


    　足取りが重くなっているのが、こんどは、自分でもわかった。


    「すっごいぞ！　つっえーんだぞっ！　カッケーんだぞっ！　──そのパンチ力は、だ。ドラゴンの攻撃力を一とした場合、およそ、二・五ほどもあるとゆー」


    「やっぱりやめときましょうよ～。ドラゴンより強いキャベツなんて……。戦闘力二・五ドラゴンって、なんなんですか～。あぶないですよ～。死んじゃいますよ～」


    　以前、ステーキを食べるために、火山の中ちゆう腹ふくにあるレッド・ドラゴンの巣す穴あなを襲しゆう撃げきした。そのときのことをカインは思い出していた。


    　ドラゴンはえらい強かった。勇者と魔王クラスの戦闘というものを、そのときはじめて見た。


    「あれの何倍も強いんでしょう？　やめましょうよ～。死んじゃいますよ～」


    「あれってなんだ？　意味不明なやつめ。ちなみに何倍じゃなくて、たかだか二・五倍だぞ」


    「死んじゃったら、食べられちゃうの、こっちになっちゃいますよ～」


    「オレらだって、食ってるんだから。負けたときには食われてやるのが掟おきてってもんだろ？」


    「そんな掟はいやですよ～」


    「なにをいう。弱肉強食は、この世の掟だ。そして我われ々われＧグツドＥイーターの掟でもある」


    　と、そのとき──。アサシンさんが、皆の前に、すっと出て立ち止どまった。


    「気け配はい……。あるよ」


    「噂うわさをすればなんとやら、だね」


    　耳を澄すましてみれば。──遠くから、なにかの鳴き声が聞こえてきた。


    



    　ダンジョンの奥地だったが、その場所は不思議な光で満ちていた。地上の昼間くらいの明るさがある。人が乗れるくらいの大きな葉が何枚も広がっている。


    　葉の中央には、形だけは見み慣なれた緑色の物体が……。


    　──キシャアアアアア！


    「うわああ！　吠ほえた！　吠えました！　キシャアア！　って！　いまキシャアアって!?」


    「ウロたえるな！」


    　腕組みをして仁に王おう立だち。リーダーは一いつ喝かつした。


    　その目はまっすぐに前だけを見つめている。


    「我々ならば……、食える！　なぜなら！　我々はＧＥだからだ！」


    　リーダーは愛あい剣けんを抜ばつ刀とう。魔王さまに向かって──。


    「やるぞ!!　魔王!!」


    「ああ。存分に」


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンも……がんばる」


    　地上最強トップ３と、ドラゴンの３倍弱は強いキャベツとの戦いが──開始された。


    



    「うんめー！　これうんめー！　すんげうんめー！　まじやっべえ！　うんめー！」


    　もっしゃもっしゃと口いっぱいに頰ほお張ばって、リーダーが雄お叫たけびをあげている。


    「そうですか。たくさん食べてくださいね。……いっぱいありますから」


    　カインはそう言った。ちらりとうしろを見ると、倒されて、とどめを刺されたキャベツは、動かなくなって、普通のキャベツとなっていた。ただし大きさは普通ではない。なにしろ直径何メートルもあったキャベツだ。量的には……何千人分はあるのだろうか？


    　味のほうは、本当に素す晴ばらしかった！　皇帝エンペラーの名にふさわしい究きゆう極きよくのキャベツだった。キャベツだけで、みんな、お皿を何枚も空あけている。


    「おかわり！」


    　リーダーの元気のよい声があがった。


    　本日のメニューは──『エンペラー・キャベツの千せん切ぎり』であった。
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    ダイヤ料理
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    「うっわー！　やっちまった！　やっちまった！　やっちまったよー！」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。リーダーの後こう悔かいの声が響ひびき渡る。


    　モンスターとの出会い頭がしらに、剣を一いつ閃せん。頭で判断するまえに、反射的に技を振るってしまうのが、元勇者という人間の業わざである。──が。勇者業をやっていた毎日ではそれで良くても、ハント・アンド・イートの毎日のほうでは、たまに良くないことが起こってしまう。


    「やっべえ……、やっべぇ……、超やっべぇ……」


    　リーダーが声を震ふるわせている。


    　カインは魔王さまの背中から、ひょいと顔を出して前方を見た。リーダーの倒してしまったモンスターの残ざん骸がいを目にして──。


    「あー……。また物質系ですか」


    　これまでＧグツドＥイーターが食べるのに困ったモンスターは二体あった。はじめはリビング・ストーンで、これは石なので食べられない系。つぎはミノタウロスで、これは肌はだ色いろのところは食べちゃイケナイ系。今回のケースは前者に近いようである。


    　倒れたモンスターの残骸は、地面のうえに人の形を作って積もっていて──。なにかキラキラ光っているように見える。


    「えっと……。このモンスター。なんですか？　リビング・ストーンじゃないみたいですけど」


    　本職の冒険者ではないから、カインの知っているモンスターは、それほど多くはない。この手の知識は魔王さまが詳くわしくて──。


    「うん？　これは珍めずらしいね。カーボナイト・ゴーレムだよ。もとは魔法使いに作られた人造生命体だったが、魔力の高い地域では、鉱こう物ぶつを取り込んで自じ己こ増ぞう殖しよくすることがあり、野生化したものが、よくこうしてダンジョン深しん部ぶを徘はい徊かいして──」


    「あれ？　ねえ──、これ？　この石。なんですか。この透明なの」


    　足あし下もとに転ころがっていた握にぎり拳こぶしサイズの透明な石を、カインは拾ひろいあげた。ずしりと重さが手に伝わってくる。


    「えっ？　これって……、もしかして──!?　宝石ですかっ!?　透明な宝石っていうと……、ダ、ダ、ダ、ダイヤっ!?　世の中で一番硬かたいっていう!?　あのダイヤっ!?」


    「なにいってる。ほーせきっつーのは、赤いきれーな石ころのことをいうんだぞ」


    　腰に手をあてて、ふんぞりかえって、リーダーが言う。自信はたっぷりだが、言ってることは、ぜんぜん、間違っている。


    「赤いのはそれルビーでしょう。宝石のなかでいちばん高いのは透明なやつですって」


    「なんだそりゃ？　オレしらねーぞ？」


    「市し井せいでは鉱こう物ぶつの一種に通常以上の価値を求めているそうだけど。……これがそうなのかな」


    　ダイヤの一つを拾ひろって、魔王さまが物もの珍めずらしげに眺ながめている。


    「あの。魔王さまも……。ひょっとして……？　宝石……。知らなかったとか？」


    「もってなんだ。もって──？　オレは知ってたぞ！　知ってたんだからなっ！」


    「リーダー。ほら。ほらっ。もう二回もっ」


    「う、う、う、うんっ……、わ、わ、わ……わたしっ！　えと？　なんだっけ？　オレいまなに言おうとしてたんだっけ？」


    「ぜんぜんだめですね。もういっぺん言い直してください」


    「私は知らなかったのではなく、魔族には石を重ちよう宝ほうする慣かん習しゆうがないというだけであり──」


    「アサシンさんは。知ってました？　宝石？」


    　落ちていたダイヤを一つ拾って手にしたアサシンさんが──きゅるんと、小首を傾かしげる。


    　ああ。はい。知らなかったんですね。わかります。


    「これ食えるのかな？」


    　別のダイヤを手にしてリーダーは言う。これでもう三つ。拳こぶしサイズのダイヤがごろりと三つ。


    「食べられるわけないじゃないですか。だから宝石ですってば」


    　リーダーは大きく口を開あけると、がぶり──と。


    　嚙かんだあああぁぁぁ!?　がっちーん──と、音がしたーーーッ!?


    「──痛いったあぁぁアアアアァァァァ!?」


    　さすがのリーダーの歯も、最高硬こう度どの物質には敵かなわなかったようだ。


    「だいじょうぶですか？　……歯？」


    　ほっぺたを押さえて、リーダーはしばらくうずくまっていた。やがてむくりと立ち上がる。


    「……だめだな。このままでは食えん」


    「あたりまえですよ」


    「だーが！　しかし！　こういう場合の対処法を！　我われ々われＧグツドＥイーターはすでに知っている！　物質系モンスターはッ！　まーったく怖くないッ！　ないったらないッ！　これはあれだな！　ナマじゃ食えん！　このまえのやりかたで〝石のスープ〟にするのだッ！　料理番ッ！」


    「あー。はいはい。やっぱり食べるんですね」


    　石のスープというのは、以前、リビング・ストーンを倒してしまったときの、なんの変へん哲てつもない〝石〟を使って作った鍋なべのことである。


    　カインは荷物を下ろすと、いつものように手早く荷ほどきをした。調理器具と食材とを取り出した。いつものように火を熾おこし、拾い集めてきたダイヤを、火のなかに、ぽいぽい、次々と投げ入れた。


    「……あれ？」


    　充分に熱くなったはずの頃に、火ひ箸ばしでかき回してみたが……。あれ？　なんにも……ない？
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    不死身ステーキ


    


    


    [image: ]


    



    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    「おーい。まだかー」


    「まだですー。もうすこし待っていてくださーい」


    　料理を催さい促そくするリーダーの声に、カインはそう返事した。


    　今日の食材は、ちょっとばかり特殊だった。調理に気を遣つかうというか……、気が抜けない。


    「あ。こらまて。逃げるな」


    　リーダーに返事をしていたあいだに、切り分けたステーキ肉が、もぞもぞと動いて、まな板の上から逃げだして行こうとしていた。捕まえて中央に戻す。


    　粗あら挽びきコショウを振って、塩を振って──。そしてフライパンを火にかける。フライパンをよく焼いて、薄うすく煙けむりが昇のぼるくらいまで熱するのが、ステーキを上じよう手ずに焼くコツだ。


    「いやー。しかし。きょうはレアなもん狩かれたなー」


    「リーダー。狩ったわけじゃないですから。逃げだしていっただけですから。シッポ残っていただけですから」


    「うっせー。食えるんだから。どっちだっていいだろ。逃げ足はええんだよ。あんなん捕まえられっか」


    　勇者と魔王と凄すご腕うで暗殺者と、三人がかりで捕まえることができない生物って、ある意味、最強なのではないだろうか？


    「まったく楽しみだね。私も食しよくするのは初めてなんだ。不ふ死じ身みと名な高だかいイモータル・リザードのステーキか。いったいどんな味がするのだろう。うふふ。本当に楽しみだ。物の本によれば、たった一口で、一週間は何も食べずに済すむようになるそうだ」


    「それ本当なんでしょうか？　そんな食べ物があったら、みんな、お腹がすかなくてよくなりますよね」


    「滅めつ多たに捕まらないそうだよ。また不死身の生命力を持つが、繁はん殖しよく力りよく自体は低く、個体数もそれほど多くないという」


    「なるほどー」


    「ほら。また逃げてるぞ」


    「うわっち！」


    　まな板の上に並べておいたステーキ肉が、またもや、集団逃走しようとしている。


    　切り分けて塩コショウもしたというのに、まだ生きているのだ！　このステーキ肉は！　なんたる生命力。ほうっておくと合体して復活するんじゃなかろうか。いや。する。きっとする。


    　よく焼いたフライパンの上に肉を並べる。


    　じゅーっ、と、音があがった。香こうばしい匂においが立ちのぼる。肉に焼き色がついてゆく。


    「あー。まだ動いてますよこれー」


    　焼き色がついても、まだ動く。


    　フライパンに、ぎゅーっと押さえつけて、じゅーじゅー焼いても、やっぱり動く。


    　焼けて白くなっても、焦こげて茶色くなっても、まだ動く。


    「あんまり焼くなよ。レアにしてくれ」


    「ウエルダンくらいに焼かないとだめだと思いますよ。これ手て強ごわい……」


    　レアとかウエルダンとかいうのは、ステーキの焼き加か減げんのこと。血の滴したたるような半ナマがレアで、しっかり中まで火を通したものがウエルダン。普通に焼いて中がピンク色ぐらいなのがミディアムで、カイン的にはそれがいちばん中ちゆう庸ようで美お味いしいと思うのだが。


    　今回は〝とどめ〟を刺すために、あえてウエルダンで焼いた。


    　中までしっかりと火を通したステーキを、皿に並べて皆に出したわけだが──。


    「おおう。まだ動いてるじゃん。すっげー！　すっげー！　カッケー！」


    「まさに不ふ死じ身みといえるね」


    「これ。食べると。せいがつく？」


    　リーダーはフォークでぶっ刺して丸ごとかぶりついた。魔王さまはナイフを使って一口サイズに小さく切り分ける。アサシンさんの皿からは、いつのまにか肉片が減ってゆく。いつ食べているのやら。


    「これ……。食べられますよね？　食べていいんですよね？」


    　フォークに刺した一切れを見つめつつ、カインは言った。


    　まだ動いている。フォークから逃げだそうとして動きつづけている。まさに不死身のステーキだ。


    「おうともさ。──スタンド・アンド・ファイト、勝ったら食ってよし、だろ。わたしらが勝ったんだから、食っていいんだ」


    「いえそういう意味ではなくて……」


    　覚かく悟ごを決めて、ぱくりと食べた。じゅわ～っと肉にく汁じゆうが口の中に広がった。なんともいえないウマさだった。


    　それはよかったのだが。咀そ嚼しやくして、飲みこんで──。喉のどを越え、胃袋に収まってからも、まだ、なにか動いているような……？


    　お腹を押さえて首をかしげていると、魔王さまが、くすっと笑ってきた。


    「消化されきるまで、七日かかるそうだよ。それまで何も食べずに済むのだという」


    「うわー……」


    　その話は真実だった。


    　それから七日間、ずっと満まん腹ぷくが続いた。
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    ＧＥ最大最凶の危機


    


    


    [image: ]


    



    「うわあああぁぁぁぁーーーっ！　こっちきた！　こっちきた！　あっちいけ！」


    「うわ。うわっ。うわわっ。わた──私もッ、こういうのは苦にが手てでっ！」


    「くろい。まるい。はやい。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サン……これ、キライ」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう──に向かう、その途中の階かい層そう。


    　遭そう遇ぐうしたモンスターに、皆は泣き叫さけび、阿あ鼻び叫きよう喚かんとなっていた。


    　はじめて出会うモンスターだった。だが知識のないカインにも、そいつの正体はすぐにわかった。いわゆる昆こん虫ちゆう系。台所だとか。食べ物のあるところに決まって出しゆつ没ぼつするおなじみのアレ。


    　黒くて──。素す早ばやくて──。生命力があって──。しぶとくて、もう本当にしぶとくて、スリッパで叩たたいたくらいでは、なかなか死んでくれないアレ。


    　ただし大きさが違う。台所の隅すみでよく見かけるアレは、どれだけ大きくたって四～五センチ。しかしダンジョンの奥おく底そこで出くわしたコレは、ゆうに子犬ほどのサイズがある。しかも一匹だけでなく、何百匹という群むれで出現したのだ。


    　そんな数え切れない数で、わさわさと蠢うごめいて──地面を真っ黒に塗ぬり潰つぶして、絨じゆう毯たんのように迫せまってくる。


    「ぎあああああぁぁぁぁぁぁ！」


    　リーダーも女の子だったか。絶ぜつ叫きようがあがった。


    「うわっ、うわわっ、あわあわあわわわわっ！」


    　魔王さまもうろたえている。


    「きらい！　きらい！　あっちいけ！」


    　アサシンさんが喚わめきながら、短剣ダガーをむちゃくちゃに振り回す。


    「ひいぃいいいぃぃいいいぃぃぃいいいいいぃぃぃ～～!!」


    　皆で悲ひ鳴めいをあげながら、走って逃げた。


    「だれか誰かだれかっ!!　やっつけてくださいよっ!!　しんじゃいますってっ!!」


    「だめだ!!」


    「どうしてですか!!」


    「あれだけは倒してはならんのだーっ!!」


    　リーダーは泣きながら叫んでいる。


    　こんなときにまで〝掟おきて〟は適用されるのか。倒したら、食べなくてはならないというのがＧグツドＥイーターの掟だ。以前、リビング・ストーンを倒してしまって、石を食べなくてはならなくなった。


    　このあいだなんかダイヤを食べ──たわけじゃなくて、燃ねん料りようにしちゃって鍋なべを作った。あんな大きなダイヤで、豪ごう華かなお屋や敷しきが何軒も買えちゃうような値段の宝石を燃やして作った鍋は、乾かん燥そうスライムと干ほしキノコが具材の、質しつ素そな鍋なべだった。世界一、無む駄だに豪ごう華かな鍋だった。


    　それほどまでにＧグツドＥイーターの掟おきては厳きびしいのだ。


    　倒すのは容よう易いなのだろうが、倒したら、食べなくてはならないのだ。──アレを。


    「走れ走れー！　上の階に逃げれば──ッ!!　やつら、追ってこない──かもしれない!!」


    　リーダーのあとについて必死に走る。背せ負おっている荷物が重たい。荷物の脇わきに吊り下げてあったフライパンやらカップやらが落っこちてゆくが、拾っている暇ひまはない。


    　巨大な背バツク囊パツクを背負ったままでも、長年鍛きたえた足腰のおかげで、ビリにはならずに済んでいる。


    　皆の最さい後こう尾びを走るのは──。


    「あわっ！　あわわっ！　あわわわわ！　うわーっ！　うわああぁぁっ！　待ってぇーっ！」


    「魔王さま！　がんばって！　もっと早く走って！」


    「だめなんだっ！　駄だ肉にく！　──私の駄肉が重くてっ！」


    「駄肉がんばれ駄肉ーっ!!」


    「駄肉ゆーなーぁぁーーーっ!!　リサ待ってぇえぇーっ!!」


    　リーダーは二番手を駆かけている。ちなみに一番手を走っているのは、もちろんアサシンさん。


    　もうすぐ追いつかれてしまう。──その時。


    「えっ!?　──魔王さまっ!?」


    　魔王さまが不意に足を止めた。


    「ふっ……！　ふふふ。ふふふふふ。ふふふふふふふふ……！」


    　不ぶ気き味みな笑い声を響ひびかせながら、魔王さまはくるりと振り向き、追いすがるアレに正せい対たいした。


    「やべえ！　あいつキレた！　アブないから！　早く逃げろッ!!　巻まき添ぞえ食くらうぞーーっ!!」


    「えええええーーーっ!?」


    　リーダーの背中を追いかけて、カインは必死に走った。


    「よかろう!!　この《金こん色じきの魔ま眼がん》に戦いを挑いどんだことを後こう悔かいさせてやる!!」


    　右手と左手。それぞれの手の上に、巨大な火球かきゆうが現れる。その色は赤を超え、黄色を超え、白さえも超えて、ついには目に刺さるような青い輝かがやきを伴ともなった。


    「くらうがいい!!　滅殺業火メギド・フレイムっ!!」


    　轟ごう音おんと爆発。衝しよう撃げきと爆風。


    　背中から吹き付けてきた砂さ塵じんまみれの爆風に、カインたちは前のめりに倒された。


    　爆発の衝撃が収まってから、おそるおそる顔をあげると──。


    　あたりには、なんにもなかった。地面がごっそり抉えぐられていた。


    「くそう！　やつら逃げやがったぞ！　さすがは黒いアレだなッ！　なんという生命力だ！　ああ残念だ！　逃げられたのでは！　食うことはできないなーっ!!　なーっ!?」


    　リーダーの空そら々ぞらしい棒ぼう読よみ口く調ちように、皆は、こくこくと一いつ心しん不ふ乱らんにうなずいた。


    　うん。うん。そういうことにしておこう……。うん。うん。うん。うん。うん。
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    酒場の看板娘
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    「いらっしゃいませー」


    　いつものお昼どき。いつもの酒場。


    　いつもの元気な声がホール中に響ひびきわたる。よくくびれたウエストをぐいっと捻ひねって、店に入ってきたお客さんに声をかけているのは、この「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」の看かん板ばん娘エルマリアである。


    　ミニスカートにエプロン姿の彼女は、右手と左手にそれぞれ一枚ずつのお盆ぼんを掲かかげ、その上に何人前もの料理を載せて、くるくるとせわしなく走り回る。


    　この店は夜は酒場をやっているが、昼は街の人々の胃い袋ぶくろを満たす食堂として営業している。ちなみに二階は宿やど屋やになっていて、リーダーと魔王さまはそこに部屋を取っていたりする。


    「はーい！　おまたせしましたー！」


    　つむじ風のように彼女が通り過ぎてゆく。──と、テーブルの上に皿が一つ増えている。


    「あれ？　──ねえ、これ頼んでないけどー？」


    　湯ゆ気げをあげる分ぶ厚あついステーキを指さして、彼女に訊きいた。しかし彼女はもうホールの反対側。


    「それ！　サービスでぇす！　──いっつもたくさん食べてくれますからー！」


    　答えてきたときには、彼女はまた違う場所に移動している。昼どきの店内はほとんど満席で、彼女は一秒たりとも同じ場所にいない。それほどに忙いそがしいわけだが、それでも彼女は両手をいっぱいにして、本当に楽しげに立ち働いている。


    「いーじゃん。いーじゃん。うまそーじゃーん。もらっておけってー」


    　リーダーはさっそく捕ほ食しよくのかまえ。ナイフとフォークでちゃきちゃきと音を鳴らしている。


    「よく朝からそんなの入りますよねー」


    　旺おう盛せいな食欲を発はつ揮きしているリーダーに、カインはぼんやりと視線を送った。


    　カインの前にあるのは、パンと目玉焼きとベーコンとサラダ。典型的な朝食のメニューだ。


    　魔王さまは朝は果物のジュースと決まっている。


    　昼飯時の忙しい店内を眺ながめながら、カインたちはそれぞれの朝食を採った。世間的には〝昼〟であるが、カインたちＧグツドＥイーター的には、いまは〝朝〟なのだ。


    　ダンジョンの奥地で何日も過ごしていると、だんだんと時間がずれてくる。日が差さないので昼ちゆう夜やがわからない。自分たちが朝だと思う時間に起きて、夜だと思う時間に寝ていると、地上に戻ったときには、たいてい何時間かの〝ずれ〟が生じてしまう。博はく識しきな魔王さまによれば、それは生物の体内時計というものが二十五時間周期で動いているからだそうだ。


    　前回のダンジョン探たん索さく行こうは、全四日間の行こう程ていだった。つまりＧＥと世間様との時間は四時間ほどずれている。ＧＥ時間における朝の八時が、世間様ではぴったり十二時になるわけだ。


    「はい。モーニング・コーヒー、どうぞー」


    　目の前にカップが置かれる。なみなみと注そそがれた黒い液体が香こうばしい香りをあげていた。


    「あれ？　えっ？」


    　見れば、彼女の──エルマリアの笑顔がそこにあった。


    「あ……、ありがと」


    　カインは顔を赤くさせると、そうお礼を言った。彼女はカインと年も近くて、雰ふん囲い気きもごく普通の街まち娘むすめという感じで、ここ最近、知りあった女性と女の子の中で、いちばん身近な感じがするのだ。リーダーや魔王さまは、元々の立場を知っているし……。アサシンさんは年は近いと思うんだけど、境きよう遇ぐうとかは、まったく違っていそうだし……。


    「だけど。ここ。この黒いお茶とか。やってたんだね」


    　めずらしい飲み物だから、まさか、こんな店で出てくるとは思わなかった。ちょっと苦いので、牛乳で半分に割らないと飲めないのだけど。カインはミルクポットに手を伸ばした。


    「はい。まおーさまに教おそわりましてー。コーヒー。メニューに出しましたー。大人気でぇす」


    「へー、そうなんだ──って！　ええっ!?」


    　カインはずびっと魔王さまに顔を向けた。


    （ちょ──!?　魔王だってこと！　言っちゃったんですかっ!?）


    「うん？　なにかまずかったかな？」


    　魔王さまはフードをすこし開くと、角つのと頭を傾かしげてみせた。


    　地上を歩くときには、彼女はフードを目ま深ぶかにかぶって角を隠かくしている。もっとも人間の街といえども、魔族の人がまったくいないわけでもないから、そんなに目立つわけでもないのだが。


    「だいじょーぶだって。あだ名とか、そんなんだと思われてるよ。だいたい、こんなところを本物の魔王や勇者が歩いてるわけねーじゃん」


    　リーダーがざっくりと片付ける。まあたしかにその通りで……。たとえばリーダーがどれだけ強いところを見せたとしても、「おまえ勇者だろ」なんて疑うたがってくる人は一人もいない。


    　昼の忙いそがしさも一いち段だん落らくして、店内には空席が目立つようになっていた。エルマリアが仕事の合間にカインたちのテーブルに寄ってゆく時間も増えてくる。


    「カインさんカインさん。ダンジョンと美お味いしいもののお話！　またしてくださいよぅ」


    「え……。あ……。う、うん……」


    　ずずいと近づかれると……。彼女の意外に大きな胸が、目の前に迫せまりくる。


    　つい意識してしまって、カインはそこから顔をそむけた。


    　店内の反対側で、エルちゃんお勘かん定じよう、と、お客さんの声があがる。


    「あっ！　──はぁい」


    　助かった、と──。そう思ったのも束つかの間まのこと。彼女がくるりんと回った拍ひよう子しに、スカートが広がって、その奥までが、はっきりと──。


    　つい見てしまった自分が情けなくって、カインはうつむいて過ごした。
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    懺悔
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    「はぁ……」


    　教会の前でカインはうろうろしていた。入り口を行き過ぎてはまた戻り、ただ通りがかった風ふうを装よそおっては、いや！　それではいけない！　とばかりに、断だん固ことして引き返し、でもまた、やっぱり通りがかったというポーズで行き過ぎようとしてみて──と、いかにも挙きよ動どう不ふ審しんな往復を繰り返していた。


    　そうやって数回、入り口の前を往復してから──。


    　えい、とばかりに、カインはようやく教会に飛びこんでいった。


    　教会の中はひんやりとして、静かだった。


    　礼れい拝はい堂どうには長なが椅い子すがたくさん並んでいた。日曜になればミサが行おこなわれて、人でいっぱいになるけど、それ以外の日の夕方は、居い眠ねむりしているおじいさんと、涼すずしい場所を探さがす野の良ら猫ねこぐらいしかいない。


    　世界にはいろんな神様がいるけど、光の神様であり、造ぞう物ぶつ主しゆでもあるセイルーンを信しん仰こうする光の教会が、もっともポピュラーだった。ここもそう。


    　カイン自身はあまり信仰は持っていなかった。日曜のミサにも出たことがない。しかし今日は特別に用事があって……。それはつまり……。


    　あった。


    　目当ての場所は、教会の奥のほうで見つかった。


    　木で作られた小さなボックスだ。人が一人、入って座れるだけの大きさしかない。子供の頃に何度か入ったことがあって知っているのだが。あの部屋の中には窓があって、向こう側に座る神しん父ぷ様もしくはシスターと話ができるようになっている。


    　懺ざん悔げ室という。罪つみを告白して、すっきり──じゃなくて、悔くい改あらためるための場所だった。神父様もしくはシスターは、秘密は守ってくれる。どんな罪を告白しても怒ったりしない。ただ〝許ゆるして〟くれるのだ。居眠りしているおじいちゃんのヒゲに火を着けちゃったのはすいません僕なんです、とか、告白したって、許してもらえた。


    　昼間、よからぬことを考えてしまった。エルマリアに対して「女の子」を感じてしまい──。


    　そのことを懺悔しなくてはならない。神父様にすべてを告白して、すっきり──じゃなくて、罪を悔い改めなければ！


    「あの～。すいません……」


    　懺悔室に入って椅子に座り、カインは話しかけた。


    　格こう子しの向こうに人の気け配はいがある。きちんと見れば、格子越しにその顔を見ることもできただろうが──。カインは前を見ることができず、顔をうつむかせたままだった。


    「はい。なんでしょう？」


    　返ってきた声は、若い女のひとの声だった。


    　ちがった！　神しん父ぷ様じゃなかった！　シスターだった！　すごい困る！


    　──とはいえ。いまから逃げ出すわけにもいかない。


    「お悩なやみのことは、なんですかー？　なんでも聞きますよー。どうか話してください」


    　躊ちゆう躇ちよはあったが、優やさしげなシスターの声にうながされて、カインは意を決した。


    「は、はぁ……、ええと……、あのですね。いつもの店で、いつものように、ですね、皆と一緒にごはんを食べていたときのことなんですけど」


    「はい。いつもおいしそうに食べてらっしゃいますよねー。……それで？」


    「えっと……、そこのウエイトレスの……、エルマリアって女の子なんですけど」


    「はい。エルマリアさんですね。わかります、わかりますー、よーくしってますー」


    「その。なんていいますか……。胸がすごくおっきくて……。それからあの、ミニスカートとか、ウエストがきゅってなってるエプロンとか、白い脚あしとか……。僕、あの……。それでつまりその……。気になって……、つい、見ちゃったり」


    「はい。どこをですかー？」


    「む、胸……」


    「はい。そこだけですかー？」


    「い、いえその……、あとですね、そのつまり、スカートの中の……、あれが……、ひらりってなったときに。いえ決して見るつもりじゃなかったんです！　でも見えちゃったんです！」


    「あれれ？　見えちゃってました？」


    「ええ。はい。見えちゃいまして……」


    　懺ざん悔げを続けながらも、カインは、なにか違い和わ感かんを感じていた。シスター。聞き役になってくれるのはいいんだけど。なんだか受け答えがいちいち変だ。あとなにか声に聞き覚おぼえが……？


    「仕し方かたないんです！　だって仕方ないじゃないですか！　ミニスカートなんですから！」


    「ええ。はい。仕方ないですよねー。ミニスカートなんですものねー。でも男のひとって、そういうところ見るものなんですねー。ひらひらしていて可愛かわいいと思いますけど、ミニスカートはー。でもスカートは見ないで、中、だったんですねー。なるほどー。なるほどー」


    「あのう……。僕。やっぱりだめでしょうか。許ゆるされないでしょうか？」


    　シスターにも見放されてしまうのではないかと、カインは恐おそれた。


    「いいえ。だいじょうぶですよー。神はお許しになられます。それから──私も」


    「も……？」


    　カインはゆっくりと顔をあげた。格こう子しの向こうに見える顔は、よく知っている顔だった。声に聞き覚えがあるのも当然だった。


    　彼女は……！　シスターは──なんと！　エルマリアだった！
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    エルマリアの正体
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    「エルマリアさんはッ──なんとッ！　あそこの教会のッ、シスターだったんですよッ！」


    　翌日のお昼どき。


    　いつもの「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」のいつものテーブルで、カインは声を大にして、前日の大発見を皆に力りき説せつしていた。


    「なんだいきなり。暑苦しい。おま。そーゆーキャラだったっけ？」


    「いや。キャラとかじゃなくて、ですね。そんなのどうでもいいですから！　僕の話を聞いてくださいって、リーダー！」


    「おまえこそオレの話を聞けっての」


    「そこ。オレ……じゃないですよね？」


    　カインはじいっとリーダーを見つめた。彼女が〝オレ〟と言ったときに指摘するのはカインの役目だ。こういうときにでもそれは適てき用ようされる。


    「わ、わ、わたしっ──これでいいんだろッ！」


    　言い直したリーダーは、いつものように照れた顔になっている。最近はちょっと、この顔を見たいがために自分は指摘しているのかも？　──と思わなくもない。


    「だから。おまえってさ。そーゆーキャラだったっけ？　語ご尾びに〝！〟つけてみたり。〝ッ〟つけてみたり。──ったく。熱血クンかよ？」


    「リーダーだって、いま〝！〟と〝ッ〟──つけていたじゃないですか」


    「ないねー！　ぜってーないねーッ！　いつ言ったよ！　何時何分何秒に言ったよ！」


    「ねえ聞いてくださいよ、魔王さま」


    「おま！　スルーかっ！　わたしはスルーかっ！」


    　リーダーには取りあわず、カインは魔王さまに言った。


    「うん？　シスターがどうしたのかな？」


    　魔王さまは困ったように笑っている。あっ。そうか。光の教会の教きよう義ぎによると、魔族は滅ほろぼさなくてはならない存在であって──。


    　そのとき、店内を駆かけ回るエルマリアさんが、片手をひらひらと振ってきたので、カインも手をひらひらと振って返した。


    「ほほう。私さえもスルーとはね……。いやはや」


    「あ。すいません」


    　なにか気分を害してしまったらしい魔王さまに、カインは謝あやまった。でも魔王さまは形のよい唇くちびるを尖とがらせて、ぷいっと横を向いたまま。


    「アサシンは聞いている。カインは。話す」


    「ああ。はい。──ですから言っているように。エルマリアさんは、ななな、なんと！　シスターだったんですよ！」


    「そう。えるまりあは、しすたー……。ななな、なんと」


    　さして感かん慨がいもなさそうなつぶやきが、アサシンさんの口から洩もれる。だめだった。いつも無表情のひとに驚いてもらうのは、だいぶ不可能っぽかった。


    「みんなもうちょっと驚いてくださいよー……」


    　せっかく大ニュースを持ってきたのに、誰も驚いてくれない。カインはがっくりとうなだれて、椅い子すに腰こしを下ろした。


    「だから無理だって。──だってオレら、知ってたし」


    「えっ？」


    「すまなかったね。彼女がシスターであることは、じつは知っていたんだ。日曜に礼ミ拝サに出ていれば、彼女の顔を見ることになるわけだし。むしろ君がこれまで知らずにいたことが、我われ々われにとっては驚きでね」


    「あっ。えっと。その僕は……、サボりぎみでしたので……。てゆうか！　ミサ出ていいんですか!?　魔王さまはっ!?」


    「うん？　興きよう味みがあったのでちょっと覗のぞいてみたんだ。宗教活動というものは、魔界にはないものだからね。──べつに断ことわられはしなかったけど？」


    「いやでも……」


    　カインは混乱した。だって……、ねえ？


    　暗くら闇やみに生きる魔族は討とう伐ばつしなければならない、というのが、光の教会の教きよう義ぎなわけで──。


    「いいんじゃね？　シスターがいいって言ったんだ。シスターっつーのは、この場合、エルマリアなわけだけどサ」


    　この小さな街には教会は一つしかなく、神しん父ぷ様がいると思っていたが、いたのはシスターだけであり──つまり、シスターが教会における最高権けん限げんを持っていることになるのだけど。


    「はーい。ロールキャベツ・ランチ、おまたせでーす！」


    　その教会最高権限の持ち主は、フロアを駆かけ回っている。ミニスカートをひらひらと懺ざん悔げが必要なくらいにはためかせて、ロールキャベツ・ランチを運んでいる。


    「ふふふっ。カインさん。皆さんを驚かせるのに失敗しちゃったんですねー。残念でしたねー」


    　カインたちのテーブルをかすめ過ぎるときに、エルマリアはそう囁ささやいてきた。


    「あとで私が手伝ってあげますからー！　すこし待っててくださいねー！」


    　ウィンクをひとつ。ミニスカートをひるがえして、彼女は元気に駆けてゆく。


    　なにを手伝ってくれるというのだろう？


    　そんなことを思いながらも、カインはうつむいて床ゆかを見ていた。また見えちゃった。そしてまた見ちゃった。あとでまた懺悔にいかなくちゃ。
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    駄女神さま
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    「はい。はいはい。はーい。なんでも聞いちゃってくださーい！」


    　まっすぐ挙あげた手をぱたぱたと振って、エルマリアが言う。


    　昼食時が終わり、店の忙いそがしさも一いち段だん落らくしていた。彼女はカインたちのテーブルにやってきて、椅い子すの一つにちょこんと腰こし掛けている。さっき驚かすのを手伝ってくれるとか言っていたけど、なぜか彼女に対する質問タイムになっている。たしかに訊ききたいことは山ほどあったが──。


    「なぜシスターが酒場でアルバイトしてるんでしょうか？」


    　軽く手を挙げて、まず、カインがそう訊いた。


    「えへへ。教会。オンボロでして。お布ふ施せだけだと足たりなくってぇ」


    　ぺろりと舌したを出して、彼女はそう言った。


    　ああ。なるほど。街の家々から寄き付ふを募つのる教会もあるけど、この街の教会はそうしていないから、貧びん乏ぼう──もとい、清せい貧ひんに甘んじているのだろう。


    「あとここのお店ッ！　制服ッ、すっごく可愛かわいいんですよーッ!!」


    　突とつ如じよ、立ち上がって、くわっと拳こぶしを握にぎりしめて力りき説せつする。


    　ああ。はい。わかります。すっごくわかります。てゆうか。そっちでしたね。本当の理由。


    「店長！　懺ざん悔げしてください！」


    　カインは厨ちゆう房ぼうから顔だけを出してこちらを見ていた熊くまのような店長を──ずびし、と指差して糾きゆう弾だんした。店の制服を決めた大だい罪ざい人にんだ。


    「あとほかに質問はないですかー？　もっと大事なこと、訊かなくていいんですかー？」


    　エルマリアの言葉に、リーダーが、もそもそと手を挙げる。


    「なに食うと、そんな、おーきくなるん？」


    「ええ？　なにがですかー？」


    　エルマリアはきょとんと首を傾かしげた。


    「私からも、一つ、よいだろうか。先ほどカインに言われたのだが。魔族がミサに出てもよいものなのかな？　滅ほろぼさねばならない敵なのだろう？」


    「だいじょーぶです。神様は、そんなこと言ってませんから！」


    　えっへんと、彼女は大きく胸を張った。リーダーが憧あこがれの視線を向けるその大きな胸が、ぷるんと揺ゆれる。


    「ふふふ……。それじゃあ、私のぉー！　とっときの秘密を、ばらしちゃいますよー？　さあ皆さん？　驚く準備はいいですかー？」


    　はあ……。これから驚かしますよ、と、そう言われて、驚く人なんて、いるのだろーか？


    　とりあえずカインは椅子に座り直した。エルマリアに体の正面を向けて、その言葉を待つ。


    「私ぃ。駄だ女め神がみなんですよー」


    「は？」


    　思わず聞き返した。


    「あっ。これは駄目な女神って意味でぇ」


    「ああ。なるほど。〝だめがみ〟っていうから、なんだと思いましたけど。つまり〝女神〟のことですね」


    　カインは納なつ得とくしてうなずいた。ほら。やっぱり。べつに驚くようなことでもなかった。


    「あれっ？　驚きません？　──驚いていません？　あっ。わかった。信じてくれていませんね？　ひどいですカインさんもですか？　この話をすると、みんな、信じてくれないんですよ」


    「いえ信じてますよ」


    「私。神様に怒られちゃいましてぇー。神様ひどいんですよ？　〝お前は人間に肩入れしすぎだ！〟──って。それで罰ばつを受けちゃいましてー。輪わっかも羽も取り上げられて、この世界に落とされちゃいましたー。あと八十年くらい人間やってないと、天てん界かいに戻れないんですよー。〝そんなに人間が好きならば人間になるがよい〟──って。ほんと。神様ひどいです。何様です。ええはい。神様ですよねー。なんちゃってー」


    　にこにこと笑っているエルマリアの肩越しに、カインはカップを掲かかげて──。


    「マスター。コーヒーのおかわりくださーい！　あ。牛乳で半分に割って──」


    「もうっ。ちゃんと聞いてくださいよぅ」


    「聞いてますよ」


    「お願いですから、信じてくださいよぅ」


    「信じてますって」


    　カインは言った。信じているということを、どう言えば──信じてもらえるのだろう？


    　リーダーに顔を向ける。それから魔王さまに顔を向ける。あとアサシンさんにも……。


    　まかせろ、とばかりに三人のうなずきが返ってくる。


    「オレ。元勇者なっ」


    「私は元魔王なんだけど……」


    「元……、対勇者対魔王、最終人型決戦兵器……〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サン」


    　皆のあとを引き継ついで、カインはエルマリアに微ほほ笑えみかけた。


    「ですから。この場にもう一人くらい、たとえば、そう〝元女神〟の人がいたとしたって、べつに不自然でもなんでもないっていうか、むしろ、あるある──ていう感じでして。むしろ僕的には、シスターが酒場の看かん板ばん娘をやっていたことのほうが、はるかに驚くべきことでして」


    「ええーっ……。驚いてくれないんですかー？　残念ですー……」


    　彼女は唇くちびるをとがらせてそう言った。


    　あ。可愛かわいい。元女神様に対してそんなこと思うのはどうかと思ったが、カインはそう思った。
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    皆の食べかた
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    「いっただっき、ま～っす！」


    　いつも元気なリーダーの号令とともに、食事がはじまる。


    　本日のメニューは、シンプルに──肉。火蜥蜴サラマンダーというモンスターは、とどめを刺したあと、活いけ締じめをしないでそのまま放置しておくと、みずから発する熱で発火してしまう。そのサラマンダーの肉を携帯用ダッチオーブンの中に閉とじ込めて、自己発火の火だけでうまくローストするという、これはそういう料理であった。


    　名付けて──「火蜥蜴の自分焼き」。


    「これも──もぐもぐっ、あれだな──はむはむっ、ドラゴン・ステーキにゃ──ごっくんっ、敵かなわないが──はむっ、なかなか──もぐっ、うまいなっ！」


    「食べるかしゃべるか、どちらかにしてくださいよ。リーダー」


    　リーダーの食べかたは豪ごう快かいだ。丸いお肉の左右に突きでた骨のところを手に持って、口を大きく開き、真ん中のところにかぶりつき、むぎゅー、ぷっちん、もぐもぐ、ごっくん、とやる。


    「私もそこの部位にすればよかったかな」


    　魔王さまが言う。彼女の食べているのは、いわゆる「リブ・ロース」と言われる部位。首と背中の間ぐらいにあるところで、人体でいえば広こう背はい筋きんがまっすぐ通っているところ。その部位がいちばんおいしいとカインは思っている。


    　それを彼女はナイフとフォークを上品に使って、きれいに切り分けて食べている。カインは魔王さまのために、銀ぎん製せいのお皿を一枚、常つねに持ち運ぶようにしている。


    　そして三人目──。アサシンさんの食べかたは、これがまた独どく特とくだ。


    　彼女が手にしているお皿の上には、一口サイズに切ったお肉がいくつも載っている。


    　それを彼女は、じーっと見つめている。


    　彼女がいつ食べるのか──。カインも彼女のことを、じーっと見ていた。


    「おい。おかわりくれよー」


    「あっ。はい」


    　リーダーに言われて、カインは肉を手渡した。


    　食べ終わった骨をぽいっと投げて、リーダーは次のお肉にかぶりつく。あぐっ、と嚙かみつき、むちーっとひっぱって、ぷっちんと千ち切ぎれたら、もぐもぐとよく嚙んで、ごっくんと飲みこむ。


    　サラマンダーの足は六本ある。だからリーダーの大好物の「骨付き肉」は、まだ四本ある。


    　カインはリーダーからアサシンさんに目を戻した。そして──。


    「ああっ」


    　思わず声を上げてしまった。目を離していた隙すきに、アサシンさんのお皿のお肉が、一つ二つ減っていた。


    　彼女はいつもそうなのだ。いつのまにか皿の上の料理が減ってゆくのだ。


    　はじめ彼女はずいぶん遠くで食べていた。たき火の近くにやってきて、一緒に食べてくれるようになるまで、だいぶ時間が必要だった。だから彼女の妙みような食べかたを知ったのは、つい最近のことだ。


    　最初のうちは、小食なのかなー、食欲がないのかなー、それともまだ警けい戒かいしているのかなー、と、そんなふうに思っていた。


    　しかし違った。じつは彼女はかなりの健けん啖たん家かだった。その小さめの体で、どれだけエネルギーを使っているのか。リーダーとどちらがたくさん食べるだろう、というほど。


    　ただし──。見ていない場合に限る。


    　見ているときには、彼女はまったく食べないのだ。


    　じーっ……。


    　カインはアサシンさんのことを、じーっと見つめた。


    　彼女が食事をする場面を、今日こそ見み逃のがすまいと、目に力を込めた。まばたきの一つもしないという気き迫はくで……。


    「おーい。おかわりー。三本目くれー」


    「いまちょっと忙いそがしいのであとにしてもらえますか。もしくは自分でもってってください」


    　さっきはリーダーのせいで見逃してしまった。こんどは絶対に見逃さない。


    「おま？　なにしてんの？　なにアサシンのこと、ガン見してんの？　しちゃってんの？」


    「いえなんでもないです」


    　カインはそう答えた。視線は外はずさない。ちょっとでもよそ見をしたら、また失敗してしまう。


    　でもアサシンさんは見ているときにはなかなか食べてくれない。だけど一瞬も目を離さずにいれば、きっと目撃できるはず……。


    「おま。やらしいぞ。レディーの食事を見つめるとは、なんとけしからんやつだ！」


    「ええっ？」


    　カインはぎょっとなった。いやそんなつもりはなかったんだけど。


    「そうだね。あまり感心はしないね」


    　魔王さまもそう言った。


    　うああ。ごめんなさい。ごめんなさい。


    「ほらアサシンも。なんか言ってやれ」


    　リーダーにそう言われたアサシンさんは、こちらを、じいっと見つめて、そして──。


    「ばか」


    　アサシンさんに、怒られてしまった。
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    さわってもいいよ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　戦闘があっけなく終わり、ハント・アンド・イートの食事タイムも終わっていて、魔王さまと差し向かいになって過ごす、いつものお片付け＆お茶タイム。


    　リーダーは「体を動かし足たりない」と、どこかに運動に行ってしまっていた。アサシンさんも食事の終わりとともに溶とけるように闇やみに紛まぎれてしまっている。


    　魔王さまは、カップになみなみと注そそいだ真っ黒なお茶に口を付けている。不思議な匂においのするそのお茶は、コーヒーという。南なん方ぽうの珍めずらしい飲み物だそうだ。その黒いお茶を時とき折おりすすりながら、魔王さまは本のページに目を落としている。


    　本のページは紙でなくて、なんと羊よう皮ひ紙しでできていた。羊の皮を薄くなめして作った革かわを紙のかわりに使っている。かなり古い本なのだろう。もしかしたら魔ま導どう書しよなのかも。


    　カインは魔王さまと二人で、たき火のそばにいた。


    　たき火の周囲、数メートルだけが光の中にある。その外側は闇に覆おおわれている。リーダーやアサシンさんはその世界を一人で自由に動くことができる。なんなら昼寝だってできる。魔王さまだってそう。このダンジョンだと最下層でもモンスターはそんなに強くない。


    　もちろん、「そんなに強くない」という意味は、勇者や魔王や、その勇者や魔王を暗殺しようとする暗殺者においての、「そんなに強くない」という意味であって、一般人のカインの場合は、どのモンスターに出会っても瞬しゆん殺さつレベルであることは間違いがない。


    　よってカインのそばには、常つねに誰か一人がいる。いまはそれが魔王さまなわけだ。


    　彼女と二人きりの時間が、ゆっくりと流れてゆく。


    　カインのほうは、調理道具の手入れと片付けが、だいたい終わっていた。道具や食材を収める大きな背バツク囊パツクにすべてを収め直す。カインの背せ負おっているのはタンスくらいある大きなものだったが、それでもパズルみたいにきちんとしまわないと、蓋ふたが閉しまらなくなる。


    　すべて終えると、たき火に薪まきを追加して、カインは座った。


    　本を読みふける魔王さまを、なんとなく見つめる。炎のゆらめく光に照らされる彼女の横顔は、まったく観かん賞しように値あたいする美しさである。魔族である魔王さまは、ふだん地上にいるときは、人目を気にしてマントのフードを目ま深ぶかにかぶっている。だから魔王さまの素顔を見ることができるのは、こうしたダンジョンの中だけで──。


    　魔族の人といっても、普通の人との違いは、そんなにない。外見的な違いで、いちばん大きなことは、角つのがあることだ。


    　頭の左さ右ゆうから、大きな角が生はえている。形はちょうどヤギみたいな感じ。頭の左右から生えている角は、官かん能のう的てきな曲線を描きつつ、額ひたいのほうに伸びていて──。


    「うん？　どうしたのかな？」


    　視線がぶしつけすぎただろうか。魔王さまが顔をあげて、こちらを見つめてきた。


    「いえ、あの……」


    　カインはうつむいた。美人すぎて見つめていました、なんて言えるわけがない。


    　あっ、いや──。見ていたのはおもに〝角つの〟なのだから、それだったら白はく状じようしても──。


    「その、角が……」


    「角？　……ああ。人間には珍めずらしいかもしれないね。魔族は形状の違いこそあれ、大たい抵てい、角を持っているものだから、私たちは気にしたこともないのだけど」


    「すみません」


    　カインはうなだれた。


    　盗み見をしていた気分。なんだかとてもいたたまれない。


    「そんなに珍しい？」


    　しかし彼女は気分を害した風ふうもなくて──。からかうような雰ふん囲い気きで、カインに訊きいてきた。


    　数秒ぐらい固まっていたが、カインはしぶしぶ──首を縦たてにこくんと折った。


    「そんなに気になる？」


    　またまた──こくん。


    　じつはちょっぴり気になっていた。


    「さわってもいいんだよ？」


    「えっ？　いいんですか？」


    　じつはちょっと興きよう味みがあったのだ。手て触ざわりだとか。固さだとか。触った感じだとかどうなんだろうと、前からちょっと思っていたのだ。


    　魔王さまの隣となりに行って、おそるおそる、手を伸ばす。


    「さ、触りますよ……？」


    「ん」


    　短いうなずきが返ってきて、カインは、勇気を出して──触ふれてみた。


    　けっこう固い。でも表面はしっとりと指先になじむ感じ。それからちょっと温あたたかい。あ。そっか。生きているんだ。血が通かよっているんだ。だから体温が伝わってくるんだ。


    　カインは興味津しん々しんで角を触った。ヤギや羊みたいに、くるんと巻いている角を撫なでさする。先せん端たんの細いところも、根元の太くなっているところも、あちこちを確かめる。


    「も……、もうちょっと優しくたのむ」


    「は。はいっ。すいませんっ」


    　カインは謝あやまった。ちょっと力がこもっていたかもしれない。


    　それからは、優しく気を使うようにしながら──。


    　なでなで。
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    勇者の剣
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    「ねえリーダー」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　出会い頭がしらにモンスターを切り捨てたあと、ぴゅっと振って剣を綺き麗れいにしたリーダーに、カインはちょっと声を掛けてみた。


    「うん？　なんだ？」


    「えっとその。つまりですね」


    　縦たて割わりにされたモンスターを拾ひろいあげて、見み慣なれた形のお肉に加工してゆく作業も、もちろんカインの仕事であるのだが──。急いで血抜きしないと、お肉が血ち生なま臭ぐさくなってしまうのだが──。


    　リーダーが剣をしまってしまう前に、言うべきことが、カインにはあった。


    「なんだよ？　はやく言えっての。……キモチわるいぞ？」


    　そうまで言われて、カインはもじもじするのをやめた。意を決して、リーダーに口を開く。


    「剣。みせてもらえませんか？」


    「剣？　なんで？」


    「いえあの……」


    　カインはまたもや口ごもったが、もじもじすることのほうは、ぐっと耐たえた。リーダーにもういっぺん「キモチわるい」とか言われたら、再起不能になってしまう。


    「勇者のっ！　勇者の剣を……見たいんですよ」


    　はじめは大声で──つぎはだいぶ小声になり、とにかくカインは言い切った。


    「なっ。な……なんでそんなの見たいんだよ」


    　身を引きぎみにしてリーダーは言う。カインは慌あわてて説明した。


    「なんでって……、そりゃまあ、僕だっていちおう男の子ですから。噂うわさに聞こえた勇者の剣とか。すこしは興きよう味みがありますよ」


    　その当とうの勇者が、自分の胸あたりまでしかない小こ柄がらの女の子だとは思いもしなかったが。


    「リサ。見せてあげてはどうかな？　べつに減るものでもないだろう」


    　魔王さまが口くち添ぞえをしてくれた。


    「リサゆーな！　……ま。そりゃそうだけどさ」


    　リーダーは諦あきらめたようにそう言うと、鞘さやに収める前の剣を、ほいっと気き軽がるに渡してくれた。


    　カインはおっかなびっくり受け取った。戦士でもなくて単なる一般人としては、剣など持ったこともなくて……。ずしりと手の下がるほどの重量に、まず驚いた。


    　これまでに持ったことのある刃は物ものといえば、薪まき割わりの斧おのとか、藪やぶに入るときの鉈なたとか、あとは木工細ざい工くのナイフとか──そして料理のときの包ほう丁ちようくらいだった。


    「ふふふ。リサはなにをそんなに意地悪をしているのかな？」


    「してねーよ。……だって。ハズいじゃん？　憧あこがれてたなんて言われっとさー……」


    　あれ？　僕。憧れてたなんて言ってたっけ？　ま。いっか。


    　リーダーの様よう子すを横目で確認しつつ、ちょっと剣を構かまえてみたりする。さらに、ぶんぶんと振ってみたりする。


    「すごいなー。これが聖剣なんですかー。魔王でも倒せちゃう剣なんですねー」


    「いや倒されてはいないけどね」


    「あ。すいません。魔王さまのことでなくて、世間一般的な意味における魔王のことでした」


    「なに言ってんのかわかんねーよ。おまえ。それよか、自分の足斬きるなよー？　剣。はじめて持った初心者は、みんなそれやっちまうんだ」


    「だいじょうぶですよ。あはは。すごいなー。すごいなー」


    「よろこんでるし」


    「カイン君も男の子だったということだね。魔族の男の子も武器は大好きだよ」


    「ところで喜んでいるところ、悪いんだが……。それ。聖剣じゃ……サミュールの剣じゃないんだよな」


    「え？」


    　剣をぶんぶん振っていた手を止めると、カインは振り返った。


    「それ。そこらの鍛か冶じ屋やで買ったやつ。一五〇〇Ｇだったっけか」


    「ええっ？」


    　えーと、一五〇〇Ｇって……。「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」の日替わりＡ定食、三〇〇食分くらい？


    「安っ！」


    「飾かざりは三万な。赤い石つけろって言ったら、それホーセキだから高いとかなんとか言われて」


    「高っ！　飾りにそんな何十倍もお金かけないでくださいよ！　あともっといい剣使ってくださいよ！　元勇者なんですから！　てゆうか！　聖剣使ってください！」


    「あんなもん、ここいらで振り回せるか。山が斬れちまうよ。あと飾ったっていいじゃんか。フツーの女の子とゆーものは、だ。飾りに凝こるものなのだ。オレは知ってるのだ」


    　リーダーは腕組みをすると、したり顔でうそぶいた。


    「オレとか言う癖くせが直らない人に普通の女の子はたぶん無理です」


    「わ、わ、わ──わたしっ！　いいんだろ！　これで！　フツーの女の子になるのっ！　なるったら、なるのーっ！」


    　噂うわさに名な高だかい勇者の聖剣を触ふれなかったことに、ちょっとがっかりしてはいたが、カインはリーダーに笑顔を返した。


    　あっ。そうだ。お肉の血抜きしなきゃ。
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    お金の価値
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    「お金って、不思議ですよねー」


    　テーブルの上に置いたコインを、重ねてみたり、転がしてみたりと、いじりながら、カインは言った。


    　カインたちはいつものように「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」で遅めの朝食をとっていた。いつものようにランチタイムの真まっ最さい中ちゆうで、エルマリアが忙いそがしそうに駆かけ回っている。


    　しかしカインたちのテーブルだけは、のんびりと、気けだるげな朝食の雰ふん囲い気き。食事の注文は何人前も出しているから、昼のピーク時にテーブルを一つ長々と占せん領りようしていたって、店の迷めい惑わくにはなっていないはず。


    　ＧグツドＥイーターといえども、いつもいつもダンジョンに潜もぐってキャッチ・アンド・イートをやっているわけでない。普通に、酒場ないしは食堂で、普通のごはんを食べているときだってある。いや……？　むしろ潜っていないときのほうが長いくらい？


    　次の「美お味いしいもの」をリーダーが見つけて、「食いに行くぞー！」と言い出すまで、カインたちは地上でのんびり準備を整えることになる。


    「お金のなにが不思議なのかな？」


    　魔王さまが聞いてくれた。よかった。さっきのつぶやきがスルーされちゃっていて、もういっぺん、わざとらしくつぶやくかどうするか、迷まよいはじめていたところだった。


    「いえ。僕の村ではあまり使わなかったもので。わりと物々交換でしたから。村に一人いた商人さんが、街に仕入れに行くときに、お金を持って行っていたくらいで……。僕はこちらに来てから使うようになったんですけど。こんな物が何にでも交換できるのって、なんだか、不思議な感じがしまして……」


    「なに言ってんの。おま。そんなのあたりまえじゃーん！　いなかもーん。いなかもーん」


    「そういうリーダーなんて、そもそもお金の存在自体、知らなかったじゃないですか」


    　カインはじろりとリーダーに目を向けた。逆ぎやく襲しゆうに転じる。


    「し、し、し、しってたぞ！　なにをいう！」


    「覚えてますよ。僕をスカウトしてダンジョンに潜りはじめたすぐのころ。宝石ごろりと転がして、おやじー、これもらってゆくぜー、とか、やってたじゃないですか。お釣りももらわないで。僕がもらっておかなかったら、あれ大おお損ぞんでしたよ。どこの気前の良い大金持ちですか」


    「しってたもん！　あかいきれーな石で！　ものがもらえることはしってたんだもん！」


    「幼よう児じ化かしたって無む駄だです」


    　カインはぴしりと言ってのけた。


    「──あと宝石には赤いのだけじゃなくて、青いのも緑のもいろいろありますよ」


    「私はあれから勉強したんだ。赤はルビーで青がサファイア。緑はエメラルドだね。そして透明なものがいちばん価値が高いとされているね。ダイヤがそれだ」


    「……ちっ。兵団にいたり、勇者やってた頃は、必要なもんは、ぜんぶ支給品だったからなー。しらなくてもよかったんだよ。かねのことも、ほーせきのことも」


    「貨か幣へい制度というものは、人ひと族ぞくの大きな発明であると私は考える。金きんという金属は、本質的にそこらの石ころと大差がない。錆さびないことと加工しやすいという工業的利点があるだけの、ごくありふれた金属だ。宝石もまたしかり。しかしそこに皆の共通幻想によって〝価値〟を与えているわけだね。幻想を共有し支ささえあうという試こころみは、まさに文化的であるといえるだろう。この試みを推おし進めてゆけば、いずれ紙切れにさえ価値を与えることが可能ではあるまいか。たいへん有ゆう意い義ぎであると結論せざるを得えない。ぜひ魔界にも取り入れたいところだね」


    「なに？　なんなの？　魔界って、かね、ねーの？」


    「欲しい物は奪うばうのが魔界の流りゆう儀ぎだからね」


    「うわっ。殺さつ伐ばつっ」


    「物々交換も一部では行おこなわれてはいるよ」


    「カインの村とおなじかよー。やーい。おんなじレベルー」


    「うちの村はいいところですよー」


    　都会もいいけど田舎いなかもいいですよと、カインはそれとなくアピールしておいた。


    「なんですか？　なんですかー？　おカネの話ですかー？」


    　そこでエルマリアがやってきた。昼もピークを過ぎて、店内は空くう席せきが目立ちはじめていた。


    「わたし、おカネにはくわしいんですよー？　時給七Ｇですよー」


    「きたよ物ぶつ欲よく聖せい職しよく者しやが」


    　リーダーがぽそっと聞こえないように言う。


    　しかし、なんだかみんな、「お金」の話をするときに、言葉のニュアンスが違っている気がする。カインは「お金」と言い、リーダーは「かね」で、エルマリアは「カネ」、そして魔王さまは「貨幣」だった。


    「教会の屋根を修理するのに、一万Ｇかかりまーす。壁かべは二万で、ステンドグラスは五万になりまーす。でも神様を描いているステンドグラスは、あれ直してあげなくてもいいと思うんですけど、どうでしょー？」


    「教会が神様祭まつらないでどうするよ。おま相当恨うらんでるよな」


    　エルマリアは──彼女の話がすべて真実だとすれば、もちろん真実なのだろうけど──神様に[image: ]しかられて地上に落とされた女め神がみ様なのだった。


    「屋根と壁だけでも三万Ｇですよねー。がんばりますー」


    「何万時間バイトすんだよ。てか。ステンドグラス直してやらないのは、それ決定か」


    　本日のＧグツドＥイーターの話題は、めずらしく食べものではなくて「お金の話」だった。
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    ひのきのぼうとぬののふく
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    「ねー。無茶じゃないんですかー？」


    「いいや。ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだ」


    　いつものダンジョン。いつもよりぜんぜん浅い、入り口に近いあたりの階かい層そう。


    　ほかの冒険者さんたちとすれ違うこともあるような──そんな場所で、カインはリーダーに詰め寄っていた。


    「超余よ裕ゆうだな。まったく危あぶなげもないな」


    「でもさっき苦戦してたじゃないですか。三回も殴なぐってたじゃないですか」


    　途中で出くわしたジャイアント・タートルに、リーダーは三回も攻撃していた。普段なら大たい抵ていのモンスターは一撃で一いつ刀とう両りよう断だんだが、今日は使っている武器が武器なので、両断は無理だ。よって何度も殴るハメになる。


    「しかし。この武器いいな。倒さずに退たい散さんさせられるところが素す晴ばらしい！」


    　手にした木の棒ぼうをリーダーは振りかざしている。ジャイアント・タートルは倒されることなく、木の棒で三回ボコられたところで、半泣きな感じで逃げていった。


    「それ武器じゃないですよ。ただの木の棒ですよ」


    　カインはリーダーに言った。彼女が今日使っているのは、いつもの一五〇〇Ｇの剣じゃなくて、何の変へん哲てつもない単なる木の棒なのだった。


    「なにを言う。きちんと武器屋で買ったぞ。いちばん安い武器どれだって、おっちゃんにきーたら、ひのきのぼうだって。五Ｇだって」


    「せめて棍こん棒ぼうくらい買ってくださいよー」


    　カインはがっくりとうなだれた。今日は荷物がやけに重たく感じる。


    「こちらの〝ぬののふく〟は三〇Ｇだったね」


    　顔を持ちあげて魔王さまを見る。魔王さまの着ているのは、いつもの露ろ出しゆつの高いスーツ姿ではなくて、本当に単なる布の服だ。防具屋で売っているもののなかで、いちばん安いやつ。


    「みんなして、もうっ……」


    「おそろい。ユニフォーム」


    　アサシンさんまで、いつもの暗殺者装そう備びではなくて、布の服になっている。


    「……カインと一緒」


    　最近、アサシンさんの表情が少しわかるようになってきていた。いつもと変わらない無表情に見えるけど、いまのこれはたぶん笑顔。


    「ええ。はい。僕の着ているのも布の服です。いちばん安いやつです。──でもなんだって今日は初心者装備の日なんですか？」


    「おまえがゆーから、証明してやろうと思ったんじゃないか」


    「なにを証明するっていうんです？」


    「武器の性能の違いが戦闘力の違いでないことを証明するのだ」


    「僕そんなこと言いましたっけ？」


    「言ったじゃん。勇者の剣つかわねー勇者なんか、がっかりだー、って」


    「え？　いえ言ってないですって！　がっかりだー、なんてほうは特に」


    　このあいだの剣を見せてと頼んだが、そのときのことを言っているのだ。でも言ってないよね？　たしかにちょっとがっかりはしたけど。


    「どんな武器を使っても、わたしは強いということを教えてやろうと──」


    「いつも使っている武器だってだいぶ安いですよ。一五〇〇Ｇでしょう」


    「一五〇〇じゃないぞ。三万と一五〇〇だぞ」


    「飾かざりの宝石は強さとは関係ありません」


    「うるさいな。とにかく──だ！　たとえ、ひのきのぼうでも、なんなら素す手でだって、わたしはドラゴンだって魔王だって倒せるのだ」


    「ふふふふふ。やってみるかい？　……言っておくけど。私が得意なのは魔法だよ。素手でもあまり関係がないね」


    「あ。おまえのことじゃなくて。世間一般的な意味における〝魔王〟のほうな」


    　いわゆる〝最強〟という意味として、〝勇者〟や〝魔王〟という言葉は使われる。


    「たたかう？　たたかう？　魔王と勇者に。いま戻る？　〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは、暗殺成功？」


    「ほらアサシンさんが暗殺者モードになっちゃいますって」


    「それはまずいな。こいつ、つえーんだよ。めんどくさいんだよ」


    「最初に彼女に襲おそわれたときには、とても苦戦したね」


    　さすがに勇者と魔王を暗殺しようという暗殺者。アサシンさんはとても強いらしい。


    「ほらほらっ──アサシンさんも初心者装そう備びでも強いってこと、証明してくださいよー」


    「ん。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの武器は……。たんとう」


    「ああ。はい。普通の短刀ですね。幸運兎堂ラツキーラビツトで二〇Ｇのやつですね」


    　短刀は武器というよりも道具っぽい。木を削けずったり、獲え物ものの皮を剝はいだりするのに使う。だから武器屋でなくて道具屋で売っている。


    「あはははは。安い。安いなっ。二〇Ｇかよっ。私のなんか一〇Ｇだぜーっ」


    「リーダーのがもっと安いじゃないですか」


    「勝ぁちぃー」


    「いったいなにを誇ほこっているんですか」


    　その日の冒険には、いつもより時間が掛かったものの、きちんと最さい下か層そうまで行けた。木の棒でも布の服でも、やっぱりみんなは強かった。
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    天使のヤキトリ
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    　いつものお昼どき。いつもの酒場。


    　楽しげにホールを駆かけ回るエルマリアの姿を眺ながめながら、カインたちはいつものように遅めの〝朝食〟を摂っていた。


    「なー。〝ヤキトリ〟って料理、知ってっか？」


    「えーと。なんでしたっけ？」


    　スカートのひらひらから目を引き剝はがして、カインはリーダーにその顔を向けた。


    「東の地方の調理法だね。生の鳥肉や香こう味み野菜を串に刺し、火であぶるという、シンプルだが奥の深い料理だよ」


    　さすが魔王さまは博はく識しきだ。


    「あー。あー。知ってます。知ってます。前に屋や台たいで食べたことあります」


    「よし。食ったことあるなら。作れるなっ」


    「いやー。僕そんな天才料理人じゃないですからー。いっぺん食べたら作れるとか言えませんけどー。……まあ。なんとか真ま似ねて、やれるとは思いますが」


    　実際、カインの料理の腕前は、素しろ人うとに毛が生はえた程度なのだ。ダンジョンの最さい下か層そうで見つけた珍めずらしい食材を、なんとか食べられるようにするので精一杯。味のほうは……正直、あんまり自信がない。それでもリーダーたちは「うまいうまい」と言って食べてくれているけど。


    「こんど行くダンジョンが決まったんですか？　あ──ダンジョンじゃなくて、もしかして塔とうとかです？　そういえば北の方に天てん空くうの塔っていうのが……。あと南のほうには、世せ界かい樹じゆっていう、ものすごく大きな木があって、そこも攻こう略りやくが大変なところみたいですよ」


    　目的地を決めるのはリーダーだ。ダンジョンから戻ってきてしばらくすると、「○○が食べたい！」と騒さわぎ出して目的地が決まるのだ。次のメニューは天空の塔のガルーダのヤキトリにでもなるのだろうか。


    「ところでさー。天使って、いるじゃん」


    「え？　天使ですか？　……えーと。神様の使いとかの？」


    「そうそう。それそれ」


    　鶏にわとりの足のローストに、がぶりと食いつきつつ、リーダーはうなずく。


    「あれってさー。羽。あったよなー？」


    「羽ですか？　あるとは思いますけど。でも僕。実物見たことないですし。絵では白い羽があるように描かれていますけど」


    「はっきりしろよ。羽があるかどうか、そこがいま、重要なんだぜ？」


    「そういうことでしたら、エルマリアさんが詳くわしいんじゃないかと──」


    　と、カインは顔を巡めぐらせた。昼どきの彼女は、一つ所ところにいない。首をめぐらせて、あちこち捜さがしていると──。


    「お呼びですかー？」


    「うわぁ！」


    　にこにこ笑顔が、すぐ真横にあった。


    「天使ちゃんですかー？　ええ。はい。かわいーですよねー。ぱたぱたって」


    「やっぱ。羽。あるよなー。そうだよなー」


    「さっきから。なんなんです？　……リーダー？」


    　ヤキトリの話をしていたと思ったら、次は天使の話。まったく関連がない。


    「いや。天使ってさ。食えるのかなーと」


    「ぶっ！　──食わないでください！」


    「いや。しかし考えてもみろ。羽があるってことは、味は鶏に似ているかもしれんぞ？　あとわたしらが見つけた法則に、〝強いものほどウマい法則〟があったろ？　天使ってのは、生まれつき、結構、つええらしーじゃん？　てえことは。ウマいってことじゃん？」


    「やっぱりヤキトリだよなー。塩がいいな」


    「もう味付けのこととか考えてるし」


    　そう言いつつ、カインは、そこに立っているエルマリアのほうを、ちらりと見た。


    「だめですよー。天使ちゃんたべちゃったら。かわいそうですよー」


    「ほら。そうですよ。だめですよ。バチがあたっちゃいますよー」


    　カインはエルマリアと二人して、リーダーの説せつ得とくに取りかかった。


    「羽なら、神様にもありますからー」


    　カインはぎょっとした顔をエルマリアに向けた。いまとんでもないことを彼女は口走った。


    「ほほう。我われ々われ、魔王と勇者といえど、〝神〟とは戦ったことはないな」


    「いやだめでしょう！　神様と戦うなんて！　ましてや食べちゃうなんて!?　絶対だめだめ！」


    「いいえ──」


    　片手を胸元にあて、厳おごそかな声で、エルマリアが言う。ひらひらのミニスカートを穿はいてはいても、そこに一瞬、聖職者シスターの威い厳げんが現れる。


    「──神様はこうおっしゃられました。〝スタンド・アンド・ファイト。勝ったら。食ってよし〟──ですので、神様と戦って勝ったら、食べちゃっていいんですよー」


    「いいのーっ!?」


    「ええ。勝ったら♡」


    「ははは……」


    　カインは力なく笑った。まあさすがに、いくらリーダーと魔王さまが強いといったって、神様には勝てないとは思うけど。……まさかね。
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    迷ったときには
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    　とある昼下がり。とある街中の、とある雑ざつ踏とう。


    　幸運兎堂ラツキーラビツトのショーウィンドーの前に、カインはぴたりと張りついていた。


    「いいなー。ほしいなー」


    　飾かざられている品物を眺ながめて、そうつぶやく。幸運兎堂ラツキーラビツトはカインがよく使う店だった。この街は近くにいくつも有名なダンジョンがあるせいで、冒険者が多く集まっている。冒険者向けの品物をなんでも取り扱う店が、ここ、幸運兎堂ラツキーラビツトなのだった。


    　ショーウィンドーに飾られているのは包ほう丁ちようだ。


    　剣や盾たてや鎧よろいなどといったアイテムも、もちろん並んではいるのだが、カインの目がロックオンしているのは、脇わきのほうに展示されている二ふた振ふりの包丁だった。


    　普通、鍛ス冶ミ師スというものは、剣や鎧を打つものだ。包丁やはさみなどは本業の合間に打っている。しかしこの二振りの包丁を作った二人の鍛ス冶ミ師スだけは、包丁専門なのだった。


    　その銘めいの入った包丁は、すべての料理人、垂すい涎ぜんの的まとである。


    　いや。べつに料理人じゃないんだけど。ＧグツドＥイーターの料理番っていうだけだけど。


    　きっとすごい切れ味に違いない。


    　そんな包丁があれば、皆にもっと美お味いしい料理を出せる──気がする。いいや出せるはず。出せるに違いない。そう決まった。


    「でもなー。高いんだよなー」


    　つぶやきながら、カインはじーっと眺めていた。ガラスに顔を貼はり付けかねないほど近づけて、目をまんまるに見開いている。まばたきの回数も普段の半分以下。


    　どちらの包丁も、値札には〇ゼロがいっぱい並んでいた。だが所持金をすべて注つぎ込めば、買えないこともない値段。これでもカインにはそこそこ蓄たくわえがある。ＧＥがダンジョンに潜もぐる目的は「美味しいもの」だけど。食べられない部分──たとえばミノタウロスの角つのだとか、コカトリスの蹴け爪づめだとかを持ち帰って売ると、けっこうなお金になるのだ。


    　皆はお金のことがイマイチわかっていないので、そうして得えたお金は、カインがまとめて管理していた。具体的には「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」への支払いなどにあてている。分配率は３：３：３：１くらい。皆は３でカインは１だ。それでも貰もらいすぎな気がしている。


    　そうして溜ためたお金で、いま買うことのできるのは、どちらか包丁を一振りだけ──。


    「う～ん。……悩なやむなぁー」


    　当初の悩みは「買おうかどうするか」だったはず。それがもう「どっちを買うか」にすり替わってしまっている。二人の鍛ス冶ミ師スによる包丁は、それぞれ用よう途とが違っていて、どちらも欲しいものだった。けれど二本は買えない。


    　だから悩なやむ。大いに迷う。


    「う～ん。う～ん。う～ん。う～ん。う～ん……」


    「おや。カイン君ではないか。なにを変な声をあげているのかな？」


    「えっ？」


    　涼すずやかな女のひとの声に──カインは振り返った。


    「あ。魔王さま」


    　街中なので、彼女はマントの前をぴたりと綴とじ合わせていた。フードも深めにかぶって角つのを隠かくしている。ミステリアスな女予言者とでもいった風ふ情ぜいである。


    「いえべつに変な声をあげていたわけではなくて、どっちの包ほう丁ちようがいいか悩んでいたんです」


    「そうなのか。よかった。お腹でも痛いたいのかと心配してしまったよ」


    「え？　そんなに変でしたか？」


    「リサやアサシンにもぜひ見せたかったところだね」


    　くすくすと彼女は笑った。


    「えーっ」


    「さて。店内に入ろう。眺ながめていても包丁は買えないよ」


    「えっ？　いえでもまだ決めてなくて──」


    　さっそくドアを潜くぐっていってしまった彼女のあとについて、カインも店の中に入った。


    　よく使う店なので、店番の女の子は馴な染じみの顔だった。日替わりで姉と妹が交替している。


    　今日はお姉さんの日。にっこりと微ほほ笑えみ（営業用）が送られてくる。


    「いらっしゃいませー♡」


    「包丁を。ショーウィンドーのところにあるものを、二本とも」


    「えっ？　ちょ──!?　二本なんて買えないですよ!?　僕──一本だけしか」


    「迷ったときには両方とも買うものだよ」


    「そんなの無茶ですって!?」


    「そうかな？　これが我わが一族のやりかたなのだけど」


    「素す晴ばらしいと思いますぅー♡」


    「ほら。彼女もああ言ってくれている。──それでは両方とも頂こうか」


    　マントの袖そでが開かれ、魔王さまの手が、カウンターの上にごろりと宝石を転がす。


    「ちょ──!?　それ──ルビー……ってか!?　デカっ……!?　じゃなくて!?　自分で払いますから！　いいですから！　一本で充分ですから！」


    　ゆうに握にぎり拳こぶしサイズもある紅玉ルビーにカインはビビっていた。


    「まあまあ。これはプレゼントということにさせてくれたまえ。君が良い道具を使ってくれて、美お味いしい料理を作ってくれることは、我われ々われＧグツドＥイーターの目的にもかなうことだしね」


    　王族である魔王さまは、迷ったときの方法も凄すごかったが、支払いかたも凄かった。
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    「なーなー。どうすりゃ、そんな、おーきくなるん？」


    「うん？」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。いつものように食事が終わって、お茶が出回るタイミング。リーダーのための緑のお茶と、魔王さまとアサシンさんのための黒いお茶と、自分のための紅あかいお茶と、それぞれ違うお茶を、ぜんぶ淹いれてゆくのに、カインはとても忙いそがしかった。


    　リーダーが魔王さまになにかを訊きいていたようだけど──。なんの話だろう？


    「なんのことかな？」


    　魔王さまにもわからなかったのか──。角つのを傾かしげてリーダーに訊いている。


    「だーかーらー……。ばいーん。だいーん。どいーん。って」


    　リーダーは胸のあたり、ウエスト、お尻しりのあたり──と、順々に手を下ろしていった。


    「なっ……」


    　絶句したのは魔王さまだけではない。カインなど、もっと慌あわてていた。


    　──うわあ！　ガールズ・トークだったよ！


    　女子の体型の話なのだとわかったからには、全力で聞こえていないふりに取り組むべきだ。


    　しかし。ここに男の子がいるのに。ぜんぜん気にしないんだなー。このひとって。


    「な……、なんのことかな？」


    「だから。おまえみたいなスタイルになるには、どうすりゃいいの？　食いもんか？　鍛たん錬れんか？　なにか特別なもの食えばいいの？　それとも特別な鍛錬方法でもあるの？」


    「私みたいな……と、いうと？」


    「だーかーらー！　ばいーんでだいーんでどいーん、だっつーの！」


    「や、やめてくれ……、特に、どいーん、のところ……」


    「ん？　なにがさ？　だっておまえは──」


    「あの。リーダー」


    　カインは勇気を持って話に割りこんでいった。空気を読んで、それとなくリーダーに言う。


    「ばいーんはともかく、どいーんはやめましょう。魔王さま、気にされているみたいですし」


    「いや、ばいーん、とかのほうも、できればやめてほしいんだけど……。あと。気にしてなどいないぞ。断じて気にしていたりなんていないんだから！」


    　魔王さまは言い張っている。大変にわかりやすい。


    「なんだよ。ヒミツかよ？　──ずるいぞ。おしえろよ！」


    「べつに秘密などは──」


    「魔王さま。そんなにスタイルがいいのに。なんで、そんなに気にしているんですか？」


    　カインは訊きいた。気にしていることはわかっても、その理由まではわからない。


    　なかばやけだ。毒を食らわば皿までというし、ガールズ・トークのなかに飛びこんでゆく。


    「わ、私は……、ちょっとその……、駄だ肉にくぎみではないかな？」


    「え？　いえぜんぜんそんなことはないですけど」


    　カインは首を傾かしげた。魔王さまのプロポーションは、女の子なら、きっと誰もが憧あこがれる体型のはず。女の子じゃないから、よくわからないけど。


    「わ、私はっ……、リサみたいな体型がいいんだっ。そういうスレンダーなのがっ！」


    「んだよ？　侮ぶ辱じよくかよ？」


    　リーダーが犬けん歯しを剝むきだした。腰を浮かしかける。


    「そんなつもりはない！　──てゆうか。そういうリサだって。なんだそれは。侮辱か？　私の体型に対する侮辱なのか？」


    　売り言葉に買い言葉。魔王さまも立ち上がりかける。


    「あー。はい。お茶はいりました。コーヒーもどうぞ」


    「お。おう」


    「あ。うん。ありがとう」


    　二人はとりあえず腰を下ろすと、カインの淹いれたお茶を飲みはじめた。


    「はい。アサシンさんもコーヒーどうぞ」


    　カインはアサシンさんにもお茶を出した。


    「ん。」


    　アサシンさんはカップを受け取ると、両手で持って、くぴくぴと飲みはじめた。


    　カップをすっかり空からにすると、かふ、とあくびをする。


    「もう遅い時間ですからね。ねむねむですね」


    「ん。」


    　アサシンさんはうなずくと、ころん、と横になった。


    　リーダーと魔王さまを熱くさせているこの話題に、まったく興きよう味みがない様よう子す。


    「リサも……、私みたいな駄肉に妙みようなコンプレックスを向けていないで、自分の素す晴ばらしいスタイルを誇ほこるべきだと思うんだ」


    「駄肉じゃねーよ。いい肉だよ。おまえも誇れよ」


    「リサが誇れば、私も誇れるように思う」


    「無理だって」


    「じゃあ私も無理かな」


    「くれよ。それ。いらねーんだったら」


    「交換できるといいね」


    「そだね」
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    「これはー、あれだよなー」


    「うん。あれそうだね」


    「見るからにあれですよー」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　そろそろ今夜のごはんの時間。なにか〝材料〟になるものを探していたカインたちは、通路の隅すみっこのほうに生はえていたキノコの前で立ち止まっていた。


    　両手で抱かかえるほどの大きさのある巨大キノコだ。黄色に紫色の水玉模様である。


    「まー。べつに倒したわけじゃないからなー。食わんでもいいわなー」


    　倒したら食べなければならない、というのが、リーダーの決めたＧグツドＥイーターのルールである。


    「遠い世界の格言には、〝君くん子し危あやうきに近寄らず〟とあるそうだよ。みずから危険に近づくのは愚おろか者という意味だね」


    「危ないですよ。これ絶対に毒キノコですって。色も模様も見るからに怪あやしいですよ」


    「だな。──じゃっ！　行くか！」


    　巨大キノコはスルーすることに決定！　皆で歩きはじめたのだが──。


    　ひとり、その場に立ち止まったままだった。


    　アサシンさんだった。指先を唇くちびるにあてて──というよりも、口にくわえて、黄色と紫の水玉キノコを、じいっと見つめている。


    「あの。アサシンさん。行きますよ？」


    「ん。」


    「それ。食べられませんよ。毒キノコですよ。たぶん」


    「ん。」


    「いえ。〝ん。〟──じゃなくって。それ。食べられませんし。食べるのはアブないですし。狩かってないんだから食べる必要もないですし。だからもう行きますよ」


    「ん。」


    　アサシンさんは動かない。その目はキノコにロックオンしたまま。


    「ほら。行きますよー」


    　手を引く。


    　動かない。


    「食いたいんじゃねーのか？」


    「梃て子こでも動かないという感じだね」


    「もう。アサシンさん。もし毒キノコだったら大変ですってば」


    「だいじょうぶ。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは、毒につよい」


    　アサシンさんが、「ん。」以外の言葉をはじめて返す。


    「そういや、おまえって、暗殺者だっけか」


    「暗殺者や忍者は、毒に耐たい性せいを持つための訓くん練れんがあると聞くね。弱い毒からはじめて、すこしずつ強い毒に慣ならしてゆくのだとか」


    「ああ。なるほど。アサシンさんの場合には、食べても平気なわけですか」


    　それで食べたそうにしていたわけだ。


    「よし。食べろ。毒味しろ。──もし平気だったら、オレらも食べるから」


    「キノコ鍋なべとか。キノコの網あみ焼やきなんかもいいですね。──あとリーダー。ほら。ほらっ」


    「ん！　んんんっ！　──わ、わ、わ、わたしっ！　いいんだろ！　これでっ！」


    　リーダーが〝オレ〟と言ったときに正すのは、カインの役目であり趣味だった。指摘するとリーダーは照れたような顔になる。元勇者じゃなくて、普通の女の子のように見える。


    「ん。」


    　アサシンさんは、キノコの端はしっこのところを、すこしだけむしった。口元へと運ぶ。


    「ああ。焼きますよ。──って」


    　もぐもぐ。ごっくん。


    　食べちゃった。しかも生なまで。


    「アサシンはナマ派かよ」


    「ワイルドですね」


    「私たちも、カイン君が来てくれるまではナマだったよ」


    「残念でしたね」


    「しっ！　──どうだ？　アサシン？」


    　リーダーが訊きく。こちらを向いたアサシンさんの顔が、みるみる強こわばっていって──。


    　ぱたり。と。地面の上に、前のめりに倒れてしまった。


    「わわわっ！　わーっ！　わーっ！　ア、アサシンさんっ!!」


    「おい毒消しっ！　毒消し草っ！　魔法っ！　魔法っ！　おい魔王！　ぼうっとしてないで魔法つかえ！」


    「ああ。うん。すまないね。私は治ち療りよう魔法はいまひとつ苦手で。……でも大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」


    　慌あわてまくるカインとリーダーをよそに、魔王さまはわりと冷静だった。


    　アサシンさんは数分くらいしたら、自力で復活してきた。


    「抗こう体たい。できた」


    　そんなことを言って、キノコの残りを、もっしゃもっしゃと食べはじめる。


    「おいしいよ？」


    　アサシンさんにそう言われても、そのキノコを食べる勇気は、誰にもなかった。
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    　広々とした街の雑ざつ踏とう。


    　人がいっぱいいるなぁ、と、妙みような感かん慨がいに浸ひたりながら、カインは夕方の大通りを歩いていた。


    　なにしろ月の半分以上はダンジョンの奥地に潜もぐっているわけで、「ほかの人がいる」という、ただそれだけのことが、ちょっと新鮮に映うつるというか……。


    　ダンジョンの奥地とは違って、見える範はん囲いだけで何十人もの人がいる。皆、それぞれ別々の方向に歩いている。仕事の途中らしきおじさんやら、配達中らしきおばさんやら、散歩らしきおじいちゃんやら、デート中と思われる男女とか、「はじめてのお使い」の最さい中ちゆうっぽい小さな子供もいたりする。


    　カインは通り過ぎてゆく子供の背中を見守った。小さなぼうやは、「おにく。にんじん。じゃがいも」とか呪文のようにつぶやいている。がんばれ。お肉屋さんは通り一つ向こうで、八百屋さんは二つ向こうにあるよ。


    「ところで……。あの……？」


    　首くび筋すじで視線を感じ取って、カインは斜ななめ後ろを振り向いた。すこし後ろの建物の角かどのところに、アサシンさんの顔が半分だけ覗のぞいている。じーっと、見つめられている。


    「あの……。なんでしょう」


    　問いかけると、アサシンさんは、ささっと隠かくれた。ちょっと可愛かわいい。……じゃなくて。


    「なぜ僕は尾行されているのでしょうか？」


    　暗殺者のアサシンさんが、本気を出して尾行したなら、自分なんかが気づくことは絶対に不可能だ。よってアサシンさんは本気で尾行しているわけではないはずだけど。でもなんで？


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは……、見守っている」


    「えっ？　僕、見守られていたんですか？」


    　尾行じゃなかった。さっき子供を見守っていたのと同じだった。温あたたかく見守られていた。


    「でも、なんで？」


    「カインは。弱い」


    　アサシンさんは、ぽつりと口にした。


    「ええ。まあ。弱いですけど」


    　カインはあっさりと認めた。女の子から「弱い」とか言われたら普通はショックを受けるところなのかもしれない。だがリーダーや魔王さまやアサシンさんや、世界最強決定戦にノミネートされるような人たちから「弱い」と言われたところで、それは単なる事実にすぎない。


    「カイン。死んでしまわないか。心配」


    「いや死にませんって」


    「カインは。ダンジョンの中では一人で行動してはならない」


    　それはリーダーの定めたルールである。ダンジョン最さい下か層そうでは、一般人のカインはどんなモンスターに出くわしても瞬しゆん殺さつだ。よって絶対に一人になってはいけない。


    「それはその通りですけど……。でもここは街中ですって」


    「ひどく心配」


    「いやぁ……」


    　ひたむきな視線をアサシンさんから向けられて、カインはぽりぽりと頭の後ろをかいた。


    　気にかけてもらえるのは嬉うれしくもあったが、困ったこともある。じつは今日は朝からずっと尾行──じゃなくて、見守られているのだ。


    「ほんとに。なんにも危ないことはないですって」


    「ここは。人がいっぱいいる」


    「ええ。はい。そうですね。街中ですから。人はたくさんいますよね」


    「誰がカインを殺そうとしているか。わからない」


    「いえそんなことは──」


    　と、言いかけて、カインは気がついた。ああそっか。アサシンさんは暗殺者なわけで、殺すとか殺されるとか、そういうことが日常だったのかもしれない。


    「じゃあ人のいないところに行きますから」


    　仕し方かたなく宿やどに向かうことにする。借りている自分の部屋に入る。今日はまだ早いが、ベッドに入って休もうとして──。


    「あの？　ほんとに大だい丈じよう夫ぶですから」


    　部屋の中までついてきてしまったアサシンさんに、そう言った。


    「まだ。そこはかとなく。心配……。今日はずっとついていたい。……だめ？」


    「え？」


    　カインは目をぱちくりとさせた。


    　アサシンさん。言っていることの意味。わかってます？


    「……だめ？」


    　見上げるような視線の、その破は壊かい力りよくたるや凄すさまじく──。


    「あーわかりました。じゃあ僕は床ゆかで寝ますから、アサシンさんはベッドを使ってください」


    　そこは譲ゆずれない点。女の子を床で寝かせるわけにはいかない。


    「そ」


    　素す直なおにうなずくと、アサシンさんはベッドに向かい──その下へと潜もぐり込んだ。


    「え？」


    　ベッドの上でなく、下に入りこんで──アサシンさんは、そこで寝た。


    　暗殺者はベッドで寝ない──ということを、その日、カインは、初めて知った。
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    びっくり
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　いつものように一列に並んでダンジョンを進んでいた。


    　皆の並び順は、先頭から、リーダー、魔王さま、カイン、アサシンさん──となっている。


    　大きな荷物を背せ負おったカインは、前と後ろを守られる形だ。


    「カイン」


    　すぐ後ろにぴったりついて歩いていたアサシンさんが、めずらしく話しかけてきた。


    「はい。なんでしょう」


    「これから〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの秘密をはなす」


    「はい？　秘密ですか？」


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは……、じつは、男の子」


    「え？」


    　急にそんなことを言われた。意味が頭に浸しん透とうするまで、数秒かかる。


    「えっ？　ええっ？　えええ～～～っ!?」


    　アサシンさんのこと。ずっと女の子だと思っていたけど！　ええっ！　じつは男の子だったのーっ!?


    　そういえば改あらためて訊きいたことはなかったけど!?　えっ！　えっ!?　えええーーっ!?


    「ほ──ほんとなんですかっ!?」


    「うそ」


    　アサシンさんは、あっさりと言った。


    「あっ……」


    　かくんと膝ひざの力が抜けた。地面に両手をついた。荷物の重さに押し潰つぶされてしまいそう。


    「すげー。すげー。なんつー破壊力！」


    　リーダーがはしゃいでいる。驚いていないで、喜んでいるということは……。


    　カインは恨うらみがましい目をリーダーに向けた。


    「リーダー──。なんなんですかぁー……。これはー……？」


    「あー。うん。第一回。カインを驚かせよう大会──だなっ」


    「ですからなんなんですか。それは」


    「おまえのことを一番驚かせたやつの勝ちィー」


    「ですから……、なんなんですかそれは……、もうー」


    「ちなみに二番手はオレだ」


    　ようやく立ち上がったところに、リーダーが言う。


    　リーダーが〝オレ〟といったときに訂正するのはカインの役目であったが……。今日はその気力も湧わいてこない。


    「さあ驚かしてやるぞ」


    「無む駄だだと思いますよ。これから驚かしてやるって言われて、驚く人間なんて──」


    「──ごめんな。じつはオレ勇者じゃなかったんだ」


    　リーダーはとてもすまなそうな顔で、自分の肩を抱くような仕し草ぐさで、そう言った。


    「えっ？　ええーっ!?　リ、リーダーって──!?　えっ!?　えええーーっ!?」


    「おもしろいな。こいつ」


    　いつもの顔に戻って、リーダーは、からからと笑った。


    「あっ──あああっ!?　だっ……、だましましたね！　いまのうそだったんですね！　うそだって言ってくださいよ！」


    「まだ驚いているのかよ。ふふふのふ。──どうよ、アサシン？　これが勇者の実力だぜ？」


    「つぎは私の番かな」


    　と、つぎは魔王さま。


    「ふふふふふ。おま。不利じゃね？　カインもさすがにちょ～っと警けい戒かいしてるんじゃね？」


    「まあ実際。ちょうどいいハンデかな。権けん謀ぼう術じゆつ数すうは魔族の本能みたいなものだからね」


    　長い髪をかき上げて魔王さまは不ふ敵てきに笑う。


    「ま、ま、ま、魔王さまはっ、な、な、な、なんだっていうんですか？　まさか魔王じゃないとか言いだしませんよね。驚きませんよ僕ぜったいそんなんじゃ」


    「驚いたじゃんよ。いまおまえ」


    「もう驚きません！　なにを言われたって！　ぜ～ったいに驚きません！」


    　全身に力を込めて、カインは身み構がまえた。


    　魔王さまが、口を開く。


    「じつは私は……、七十二歳なんだ」


    「ええええええーーーーーーっ!!」


    　カインはしばらく、口をぱくぱくとさせていた。


    　それから思いついた。今日はうそをついて自分を騙だます日だったのだ。


    「そ、そ、そ、そ、そ──そうでした!!　これはうそです!!　うそなんですよねっ!?」


    「いや。これは本当」


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ーーーーーーーーーーっ!!」


    　開あいた口がふさがらなくなってしまった。本当に驚いた。びっくらこいた。


    「私の優勝──ということで、これはよいのかな？」


    「ちっ」


    　リーダーの舌した打ちちが響ひびいた。
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    ケッコン学
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　食事もだいたい終わって、皆の顔からキケンな形ぎよう相そうが消え、お茶とともに「ゆとり」が出回りはじめた、そんな頃合い──。


    「なーなー。魔族のほうってさー。アレ、どーなってんの？」


    　リーダーが、ふと、そんなことを言う。ちなみにリーダーだけはまだ食事が続行中。彼女の好きな部位の「骨付き肉」はまだ残っている。


    「アレ……とは？」


    　ゆったりと余裕で構えて、魔王さまがリーダーに訊たずねる。


    　たしかに「アレ」では意味不明だ。リーダーはよくそういう話しかたをする。思いつきと感性で動いている人だ。理知的で論理的な話しかたをする魔王さまとは、まったくの真逆だ。


    「だーら、アレだってば」


    「ふむ。アレなのだな。困ったね……。ふふ」


    　魔王さまはカップの中の液体を揺ゆらしながら、辛しん抱ぼう強く応おうじる。彼女の発する絶大な「ゆとり」は、手の中のカップを満たしている真っ黒な液体によって生まれるものも大きいのだろう。


    　コーヒーは真っ黒でとても苦いのが、慣なれると病やみつきになる味なのだという。リーダーとカインは、一口飲んだだけでその苦さにギブアップしたが、アサシンさんは気に入ったらしい。いまも魔王さまの隣となりで、くぴくぴとカップを傾かたむけている。


    「して──。アレとは？」


    「だからアレだってば！　け、け、け、ケッコン！　……とかだっつーの！」


    　ものすご～く言いにくそうな顔で、リーダーはそう言った。さっきから「アレ」とばかり言っていたのは、素すで天てん然ねんで言い忘れていたのではなくて、照れていたわけだ。


    「つまりリサは、魔族において結婚という契けい約やくの習慣があるかどうかを訊ねているわけだね」


    「うん。そだよ」


    　リーダーは神しん妙みような顔でうなずいた。以前であれば、「リサゆーなー」と、ひとこと文句を言っていたところだが、最近のリーダーは訂正を忘れることがよくあった。


    「私の場合には実体験ではなくて〝物の本〟による知識になるのだけど。それでもいいかな？」


    「じ、じ、じ、実体験なんか、あるわけねーっつーの！」


    「それはしたり」


    　魔王さまは軽く笑ってうなずいた。隣に気け配はいを感じてそちらを向くと、アサシンさんも、こくこくとうなずいていた。


    　そりゃ確かに皆さん〝結婚〟ないしは〝ケッコン〟の実体験なんてあるはずがない。カインもない。それ以前に女性と交際したこともない。わざわざそう考えるとちょっと悲しい。


    「いちおう魔族にもそうした制度はあるみたいだね」


    「みたい……って？　ハッキリしねーのな？　……ほらっ、おまえも、親とかっ、そーゆーのっ……、いるんだろ？　その親とかは、け、け、ケッコン！　……してなかったのかよ？」


    　あれ？　カインはなにか違い和わ感かんを覚えた。なにかいまリーダーは、「親」という言葉も言いにくそうにしていた。まるで初めて使う言葉みたいに……？　「結婚」が「ケッコン」になってしまう理由は、わかるし。すごくリーダーらしいと思うんだけど……。


    「ふむ。私のところは王家だったものだから。家族の概がい念ねんがそもそも希き薄はくでね。訊きいてみたことはなかったな。でも下しも々じもの者たちの間では、最近、流は行やっているそうだよ。──結婚が」


    「ケッコンって、それ、流行るとか流行らないとか、そーゆーものなの？」


    「魔族の間で、もっともポピュラーなプロポーズの言葉は──〝おまえを征せい服ふくさせてくれ〟と、そう言うらしいね」


    　魔族らしいなぁ、と、カインは笑った。人間の場合はなんになるだろう？　〝毎日メシを作ってくれ〟だろうか。──って、毎日メシを作っているの僕だよね。肉焼いてるよね。


    「リサはなぜそんなに知りたがるのかな？　結婚に興味があるのかな？」


    　魔王さまがリーダーにそう返す。


    「べつに」


    　リーダーはそっぽを向いてそう言った。魔王さまの微ほほ笑えみを受け流すように、その顎あご先さきが、ぐーっと、どこまでもどこまでも回ってゆくが、やがて首の限界に達する。


    「僕も知りたいです。リーダーって、結婚に興味があるんですか？」


    「べつにケッコンにはねえよ。……ただ。ケッコンとかゆーの、したらさ。〝家族〟ってのができるわけじゃん。オレ──いなかったから。その……、〝家族〟ってゆーの」


    　リーダーが〝オレ〟と口にしたときに訂てい正せいするのはカインの役目であったが……。今日はそっとしておいた。悪い質問をしてしまったことを、大いに反省する。


    「肉くれ」


    　いつもと変わらない声に戻って、リーダーの手が伸びてくる。


    　カインは肉を手渡しながら、思っていたことを、ふと口にした。


    「そういえば僕。リーダーに、前、言われたんですけど。──〝毎日肉を焼いてくれ〟って」


    「それはプロポーズの言葉かな？　つまりリサは、カイン君にプロポーズしてしまったと？」


    「うえっ？」


    　魔王さまの言葉に、リーダーはぎょっとした顔をしていた。もっとぎょっとした顔をしていたのは、カインのほうだ。


    「やっべー！　オレ家族できちまったよーっ！」


    　あ。そうなるんだ。
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    家族学
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    　たき火を囲かこんで、話は続く。


    「肉くれ」


    　リーダーの手が伸びてくる。カインは骨付き肉を手渡した。今日の獲え物ものは足が六本あるトカゲ（？）みたいなモンスターだったので、リーダーの大好きな骨付き肉を六本ほど取ることができた。まだおかわりは残っている。


    　肉を渡すときに手がすこし触ふれあって、カインは気になってしまったが、リーダーはまったく気にしていないようである。


    　さっきのプロポーズ云うん々ぬんの話は、やっぱり冗じよう談だんだったらしい。カインのほうはまだドキドキが収まらずにいるのだが……。


    「なー、おまえさー、家族いたんだろ、話せよ」


    　一瞬、自分のことかと思ったが、リーダーが肉を振り向けた先は、魔王さまだった。


    「ふむ。……私のところの話かな？」


    「家族いるってゆーたじゃーん。ずるいぞ。話せよ」


    「そもそもあれは家族と言えるものなのかな。〝家族〟というからには、その必要条件としてまず〝家庭〟がなくてはならないはずだけど」


    「わけわかんねー。わかるように話せ」


    「たとえば具体的には、数週間に一度くらいしか顔を合わさない」


    「うえっ？」


    「その食事の際さいにも、二十メートルはあるテーブルの、端はしと端とにお互いで座っていてね。父上ないしは母上の表情も、よく見えないくらいだった。会話も大声を上げるのは不ぶ作さ法ほうとされていたから、側そばの侍じ従じゆうに伝言をする形で──」


    「伝言ゲームかっ！」


    「ああ。うん。途中で侍従を数人経けい由ゆするから、よく話の内容が変わることが起こってね。あれはなかなか愉ゆ快かいだったな」


    　魔王さまは笑った。


    　リーダーは、ほへーと感心している。


    　アサシンさんはいつものように無表情。両手のなかに収めたカップで、黒いお茶を、くぴくぴと飲んでいる。


    　カインだけが一人、それは家族じゃないですよう、と心の中だけで突っこみを入れていた。


    　まあ魔王さまの場合、魔王というくらいなのだから魔界の王族であるわけで、王様の暮らしが庶しよ民みんと違っているのは仕し方かたがない。


    「私の場合。どちらかといえば、メイド長が〝家族〟にいちばん近かったのではないかな。口うるさい〝姉〟といった感じでね」


    「オレだってじっちゃんだったらいたぜー！　兵へい站たんのじっちゃんが、よく、うまいもんくれたぜー。飴あめとか」


    　リーダーは勇者として名を上げる以前は、どこか辺へん境きようの兵へい団だんにいたらしい。詳くわしく聞いたことはなかったが。いまちょっとだけ聞けた。


    「ああ。私もメイド長に夜中にお菓か子しをもらったことがあったなぁ。内ない緒しよでね。あれは本当に美お味いしかった……」


    　魔王さまも昔を思い出す顔をしている。


    　リーダーも魔王さまも、普通の家庭や普通の家族には縁えんがなかったとしても、それなりに大事な人の思い出はあるようで……。カインはなぜか、ちょっとだけ、ほっとした。


    「アサシンさんはどうなんですか？」


    　カインはアサシンさんにそう声を掛けた。彼女はまったく話題に立ち入ろうとしていない。


    　まあそれはいつものことなんだけど。


    　彼女の場合、特に家庭とか家族とかの話題には立ち入りがたい感じがする。なにしろ彼女は暗殺者なわけで──。勇者よりも魔王よりも特殊なはずで──。


    　だがしかし、カインはあえて空気を読まないことにした。その話題に勇気を持って立ち入った。


    　リーダーと魔王さまとが、なにか変な顔をしてこちらを見ている。呆あきれと驚きと、その中間くらいの顔だ。


    「なに？」


    　アサシンさんは真正面から、じいっとカインのことを見つめ返してきた。


    　彼女の場合には、もしかしたら、話をまったく聞いていなかったかもしれない。


    　だからもう一度、説明を試こころみる。


    「アサシンさんには、家族って……、いました？」


    「かぞく？」


    　彼女はきょとんと首を傾かしげた。


    「それは……、おいしいもの？」


    　ああ。そこからでしたか。


    「ほら。おとうさんとかおかあさんとか、年の近い姉弟とか。一緒に暮らしていたりとか」


    　アサシンさんは小首を傾げて、しばらく考えていたが……。


    「シリアルナンバー続きのものなら、いっぱい、いた」


    　返事がきた。しかしどうも話が通じない。シリアルナンバーって、なんだろう？


    　やはりアサシンさんは、特殊な家族事情をお持ちであったらしい。
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    魔王さまとケッコン
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    　食事も終わりを告つげる。


    　一人、二人と、皆はたき火のまわりを離れてゆき、カインは魔王さまと二人きりになっていた。魔王さまはゆったりとコーヒーを楽しんでいる風ふうである。だがカインにはわかっていた。


    　ダンジョンの最さい下か層そうでは、カインは一人きりになることはない。リーダーかアサシンさんか、あるいは、いまみたいに魔王さまか、必ず誰か一人が、すぐ近くにいてくれるのだ。


    　絶対に一人にならない理由は簡単だ。一般人のカインは、どんな小物のモンスターに襲おそわれても、あっさり死んでしまう。だからダンジョン内では、どんな時でも、彼女たちの誰かと一緒にいなければならないのだった。


    「お湯をもらえるかな」


    「あっ。はい」


    　沸わかしてあったお湯を魔王さまに渡す。


    　魔王さまは、あの黒いお茶を淹いれはじめた。


    　茶色の粉ふん末まつに見えるのは、炒いった豆を細こまかく砕くだいたものだ。それをスプーンで何杯か。そこにお湯を注そそいでゆく。しばらく待ってから、最後は布で漉こすと、黒くて透すき通ったあの不思議なお茶になる。


    「そのうち君にも覚えてもらうかな」


    　淹れたてのお茶を美お味いしそうに飲みながら、彼女はそう言った。


    「そうですね。料理番なんですから。お茶も僕が淹れるべきですね」


    「コーヒーはまだ飲めない？」


    「すいません。なんだか苦くって……」


    「慣なれるとそれが病やみつきになるんだけどね」


    　魔王さまは、一口、二口、コーヒーを口に含みながら──。


    「──物の本によれば、頭ず脳のうの働きを高める成分も入っているそうだよ」


    「へー」


    「やってみる？」


    「はい」


    　彼女のアドバイスを受けながら、コーヒーを淹れてみた。粉はスプーンできっちりすり切り三杯。お湯を注いで待つ時間はきっかり一分間。そして手早く布で漉してカップに注ぐ。


    「できた」


    　カップを満たす黒い液体が、香こうばしい匂においをあげている。


    　あれれ？　いまなんか、コーヒーが〝美味しそう〟に思えた。


    「あの……、ちょっと飲んでみてもいいですか？」


    「どうぞ」


    　自分で淹いれたコーヒーに、魔王さまに見守られながら口を付けてゆく。はじめてブラックで飲んでみる。最初はおそるおそる一口だけ。苦い。でもそれだけでなくて、酸さん味み、そして甘み、さらに〝こく〟まで。様々な味が含ふくまれていることがわかった。


    「気に入ったかい？」


    　魔王さまが笑う。夢中になってカップ半分も飲んでしまっていた。恥はずかしい。


    「私にもおかわりを作ってくれるかな」


    「あ。はい」


    　カインは彼女のためにお替わりを作った。


    　すり切り三杯入れる。お湯を入れる。待つ時間はきっちり一分間でなければならない。


    　さんじゅういち、さんじゅうに──と、数えていると──。


    「リサにプロポーズされたんだって？」


    　魔王さまが不意にそんなことを言ってきた。


    「うえええっ？　な、なんですかいきなり──ああさっきの冗じよう談だんですね」


    　本日の食事の時の話題が「結婚学」だった。


    「でもリーダー、あれきっとわかってないですよ。リーダーの頭の中では、〝ケッコン＝家族ができる〟であって、その途中にある、あれやこれとかは、きっと全然わかってないんですよ」


    「あれやこれというと……、なにかな？」


    　魔王さまは、ずいっと身を乗り出してくるとそう言った。スーツの胸元からこぼれんばかりの二つの大きな物体が迫せまってくるようで、カインは、ついっと視線を外はずした。


    「ええっと、そのつまり、なんといいますか。男と女とが、コイビトになったり、フウフになったりして、コウノトリのお世話になったり、オシベとメシベとかが──」


    「私もそのあたりに関しては、じつはよくわかっていなくてね」


    「え？」


    「雄おしべと雌めしべの件けんはともかくとしてね。恋人関係とか夫ふう婦ふ関係であるとか。そのあたりが私にはよくわからない。誰かを好きになったことがない。魔界にいたときには見合い相手がたくさんいたのだけど。そういうものをすべて投げ捨てて、出しゆつ奔ぽんしてしまったわけだしね」


    「はあ」


    　カインは曖あい昧まいにうなずいておいた。魔王さまはリーダーと一緒で、「美お味いしいものを食べるため」に魔王の地位を捨てたということは聞いている。


    「けど家族はほしいな。……君にプロポーズすれば、私も家族を持てるのだろうか？」


    「えっ？　いえあのっ──」


    「プロポーズの言葉は、これでいいかな？　──毎日私にコーヒーを淹れてくれるかい？」
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    アサシンさんとケッコン
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    「はぁ……」


    　鍋なべをがしがしと洗いながら、カインは溜ため息いきをついていた。


    　魔王さま。あれ。ぜったいわかってないよね。「プロポーズ」の意味を「家族ができる」ぐらいに考えちゃっているよね。それとも、もしかして、わかっていたりなんていうことは──いや、ないない。あんな大人で知的で綺き麗れいで凄すごい元魔王の女のひとが、そんなはず、ないない。


    　と、そんなことを考えながら鍋を洗っていたカインは、ぴたりと手を止めた。


    　ちょっと離れたところから、じーっと見つめてくる視線に対して──。


    「これ。すぐ終わらせちゃいますからね」


    「ん。」


    「ところで……、なんでしょう？」


    　アサシンさんがなにか言いたげな顔をしていることに気がついて、カインはそう問いかけた。


    「ケッコンする？」


    「は？」


    　カインは思わず聞き返していた。


    　意味が一瞬わからなかったからだったが、アサシンさんはそれを否ひ定ていか拒きよ絶ぜつあたりに受け取ってしまったのか──。形のいい眉まゆを不満げにひそめた。そして──。


    　カインの肩のあたりを、とんと押してきた。


    「わ、わわっ！」


    　軽く押されただけなのに、カインはあっさりと後ろにひっくり返ってしまった。地面の上に仰あお向むけに転がされる。そのカインの上に、アサシンさんが馬乗りになってくる。


    「ケッコンする？　殺す？」


    〝くない〟と呼ばれる暗殺者用のナイフが喉のど元もとに当てられる。


    「ちょ──待ってください！　落ちついて！　デッドリーな二に択たくはやめましょうよ～」


    　心の中で「ひー！」と悲ひ鳴めいをあげつつ、表情だけは平へい静せいを装よそおってそう言った。


    　ナイフを向けられて平静でいられるはずはないのだが、彼女に見守っていてもらわなければ、数分でなくなってしまう命だと思えば……、まあなんとか。


    「ケッコンする？　洗せん脳のうする？」


    「洗脳もしないでください」


    「じゃあ。やっぱ。……殺す？」


    「もっとだめですって。とにかく落ちついて。まずは落ちつきましょう。……ね？」


    　とにかく上からどいてもらう。アサシンさんの衣装は動きやすさ優先なのか、露ろ出しゆつ度どがけっこう高い。その格かつ好こうで馬乗りというのは、ちょっとドギマギとしすぎてしまう。


    「……で。どうしたんですか。なんで〝ケッコン〟なんですか？」


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは。家族がほしい」


    「さっきの話ですね」


    　カインはうなずいた。まったく、リーダーも魔王さまも、そしてアサシンさんも、「間違ったケッコンの使いかた」をしている。確かに〝ケッコン〟すれば家族にはなるだろうけど、その前にある〝あれやこれ〟を、どうしてみんなすっ飛ばしてしまうのか。


    　だけど「〇〇七三」っていうのは、なんだろう？　アサシンさん、その番号、たまに口にするけど。さっきアサシンさんの言っていた「シリアルナンバー」とかいうものだろうか？


    「その〇〇七三って、アサシンさんの番号かなにかですか？」


    　こくりとうなずきが返ってくる。うなずきだけ。補ほ足そく説明なし。


    　カインは困ってしまった。落ちついてくれて、上からどいてくれたのはいいのだが、どうにも話が進まない。アサシンさんは口数が少なすぎる。番号の件だって、いまひとつ、よくわからない。暗殺者養成所かなにかの、出席番号みたいなものだろうか？


    「七三番なら、それじゃあ、ナミさんですね」


    　場をなごませようとして、カインは冗じよう談だんを言ってみた。


    　アサシンさんの表情が、劇的に変わった。驚いたように、目をまんまるく見開いて──。


    「それ。なまえ？　いま。カイン。言った。〝ナミ〟──それ。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンのなまえ？」


    「えーと……、ええ、まあ……。こういうのって語ご呂ろ合あわせと言いますけど……。まあ、はい。名前みたいなものですね」


    「なまえ。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンのなまえ……。ナミ……」


    　嚙かみしめるように、アサシンさんは、その名前をつぶやいている。


    　カインは、ぽかんとアサシンさんを見つめ返した。名前を持っていなかったわけでもないだろうに……。え？　いやちょっと待って？　もしかして……。本当に……？


    　そのことを確かめてみるのではなく、カインがかわりに口にしたのは──。


    「あの……。こんどから、アサシンさんって呼ばないで、ナミさんって呼びましょうか？　みんなにもその名前で呼んでもらうように──」


    「だめ」


    　と、指先で唇くちびるを押さえられてしまう。


    「え？　なんでですか？」


    「ひみつ」


    　間ま近ぢかにアサシンさんの顔がある。そこに謎なぞめいた微ほほ笑えみが浮かんでいた。


    　あ。そういえば〝ケッコン〟のほうの話は、うやむやになっちゃっていたけど……。


    　ま。いっか。
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    皆とケッコン
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    「それはぜひケッコンすべきだと思います！」


    　いつもの昼どき。いつもの「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」のいつものテーブル。


    　ウエイトレス姿のエルマリアが、お盆ぼんを胸に抱きしめてそう叫さけんだ。


    「いやあのね。だからね。皆が〝結婚〟ていうものをよくわかっていなくって──」


    「わかってるよ。だから〝家族〟になることだろ。完かん璧ぺきだぜ」


    「ぜんぜん完璧じゃないです。あれもこれも大事なステップをぜんぶ落っことしています」


    「私、やりますよー！　シスター！　本職です！」


    「それは知ってるけど……」


    「ぜひやりましょう！　ケッコン式！」


    　なぜそんなに乗り気なのか。荒い鼻息で彼女はひどくエキサイトしている。


    「いやでもそんないきなり結婚とかいわれても……」


    「じゃあケッコンカッコカリで！」


    「カッコカリってそれなんなんですか。いやあの。ぼくの言いたいのはそうじゃなくって……。ほ、ほらっ、皆とアレしちゃうと……、じ、重じゆう婚こんとかになっちゃうんじゃないんですか？」


    「大だい丈じよう夫ぶです！」


    　意外と豊かなその胸を、エルマリアは、どんと叩たたく。


    「それは単なる教会の教きよう義ぎです。神様はそんなこと言ってませんから！」


    「え？　ええ～っ……!?」


    「神様が言っているのはぁ──。スタンド・アンド・ファイト。立つ。戦う。勝ったら食ってよし。──だけです。それ以外のすべては教会が勝手に決めたルールですから、気にしなくていーですよぅ」


    「ええ～っ？」


    　いいのだろうか。シスターがそんなこと言っちゃって。まあ彼女の正体は女め神がみ様なんだけど。


    「さあやりましょう。いまやりましょう」


    「ええっ!?　い、いまって──!?」


    「汝なんじ。勇者は。喜びのときも悲しみのときも、富とめるときも病やめるときも、カインと家族であることを誓ちかいますか？」


    「もう宣せん誓せいはじまってるしー!?」


    　教会に連れん行こうされて儀ぎ式しきをやるのかと思いきや、なんと、この場ではじまってしまった!?　カインたちは普段着でっ!?　エルマリアなんか、ひらひらの看かん板ばん娘のミニスカートでっ!?


    　しかし、こういうときの彼女は、急に厳おごそかな雰ふん囲い気きになって──服装も場所も関係なく、聖職者シスターの威い厳げんがそこに現れる。


    「ん。誓ちかうぞ」


    　指についたソースを舐なめながら、リーダーが宣せん誓せい。


    　皆の視線が、じっとカインに注そそがれる。その返答を待っている。


    「いえ……、あの、まあ……家族ぐらい。いつでもなりますけど……。はい……。誓います」


    　つづいて魔王さま。


    「汝なんじ。魔王は。喜びのときも悲しみのときも、富とめるときも病やめるときも、カインと家族であることを誓いますか？」


    「うん。この身しん命めいに懸かけて。誓おう」


    　その次はアサシンさん。


    「汝。ナミは。喜びのときも悲しみのときも、富めるときも病めるときも、カインと家族であることを誓いますか？」


    「ん。やくそく」


    　あれ？　なんでシスター。アサシンさんの秘密の名前を知っているのかな。


    「汝。勇者は。喜びのときも悲しみのときも、富めるときも病めるときも、魔王と家族であることを誓いますか？」


    「ちょっとちょっとちょっと!?　なに女の子同士でケッコンしちゃっているんですか!?」


    「なんだよ？　女の子どーしじゃ、ケッコンしちゃだめだっつーのか？　んなの誰が決めた？」


    「神様は決めてないですよー」


    「いえ……、まあ……、いまさらいいですけど」


    　宣誓はそこから数回以上も続いた。


    　リーダー×魔王さま。魔王さま×アサシンさん。アサシンさん×リーダー。──と、すべての組み合わせを網もう羅らしていった。


    　いいかげん疲れ果てて、注意力もおろそかになってきたころ──。


    「汝。カインは。喜びのときも悲しみのときも、富めるときも病めるときも、エルマリアと夫ふう婦ふであることを誓いますか？」


    「えっ？　──ちょ!?　なんで僕!?　シスターとケッコンしちゃうことになってるんですか!?」


    　カインはぎょっとして、エルマリアを見つめた。


    「ええーっ、わたしだめですかー？　家族だめですかー？　駄だ女め神がみだからだめですかー？」


    「いえ……。いまさらもう、特に、いいですけど……」


    　カインはがっくりとうなだれた。


    「……はい。誓います」


    「よし！　これで我われ々われは家族だなっ！」


    　リーダーの元気な声が店中に響ひびき渡った。
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    　　あとがき


    



    　はじめての方には、はじめまして。そうでない方には、おはこんばんちは。


    



    　さて。ＧＥシリーズが、はじまりました。


    　ガガガ文庫では、前シリーズであるＧグツＪジヨ部ぶシリーズがご好評を頂いておりまして、なんと十九冊というロングシリーズとなっています。（ＧＪ部九冊。ＧＪ部中等部八冊。◎とロスタイムが二冊）


    　その流れもありまして、「次回作は四コマ小説」ということは、前々から決まっておりました。中等部が八巻で終了することを決めたあたりのことですから、たしか、中等部の五、六巻を書いていた頃ですね。


    　ただ「現代」を舞台にした四コマ小説は、高校編と中等部編とで、やり尽くした感があります。次の話は「現代」を離れなければなりません。


    　そうすると、舞台となるのは「異世界」だろうと。そのあたりも漠然と固まっていました。


    　でも「ファンタジー」で四コマ小説を普通にやってしまうと、なんのためのファンタジーなのかわからなくなってしまいます。ファンタジー世界でなければできないような、「普通でない体験」が必要です。


    　──と。そのような思考過程を経て、アウトプットされてきた結果が、「ファンタジーで勇者と魔王がダンジョンで飯を食う話」となったわけです。


    



    　最強チート性能の魔王と勇者（と最強暗殺者）が、ダンジョンの最下層を、不安も緊張感もなんにもなく攻略して、たき火のまわりで部室にいるかのようにくつろぎながら、ドラゴンやコカトリスやサラマンダーやミノタウロスといった有名モンスターを、美お味いしく調理してウマウマと食べる──という、奇妙なコンセプトの作品ではありますが。


    　まああまり深くは考えず──。


    　マンガ肉うまそー、とか。リーダー＆魔王さま＆アサシンさんカワイー、とか。


    　ＧＪ部シリーズを愉たのしまれるときと、似たような目線で読んで頂けたら幸いです。


    



    　さて。突然ですが、ここでニュースです。


    　二〇一四年一一月七日に[image: ]刊される「読売中高生新聞」にて、「ＧＪ部」の週刊連載がはじまります。四しノの宮みや京きよう夜やと部長たちが戻ってまいります。週一話ずつの掲載です。


    　作中時間的には、京夜が部長たちと過ごした二年間の話となります。


    　ＧＪ部①～⑨では描かれなかった新作エピソードを、いつも通りの雰囲気の４コマ小説でやっていきます。新聞紙面の都合上「４ページ小説」にはなりませんが、いつもと同じ長さです。


    　購読方法や、「読売中高生新聞」の情報など。詳しい情報はこちらへどうぞ。


    



    　http://www.434381.jp/teen/


    



    



    　最後に、恒例、著者サイトのお知らせです。アンケートなどやっていて、作品作りに生かさせていただいています。


    



    　携帯用サイトはこちらからどうぞ


    　http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    　↓パソコンなどフルブラウザ専用ページ


    　http://www.araki-shin.com/
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